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第 11 回国際協力懇話会（駐中華人民共和国駐箚特命全権大使　横井 裕 氏）

第 359 回早朝国際情勢講演会（外務省研修所所長（前上海総領事）　片山 和之 氏）

ミクロネシア連邦チューク州 ごみ処理関係者の国内研修へ同行（～ 6 月 27 日）
カリコム海上保安関係者招待計画（～ 7 月 13 日）

第 360 回早朝国際情勢講演会（前駐オーストラリア連邦特命全権大使　草賀 純男 氏）

サモア財務相・次官招待計画（～ 7 月 27 日）

第 12 回国際協力懇話会（金融・世界経済に関する首脳会合担当特命全権大使　冨田 浩司 氏）

ミクロネシア・チューク州若手リーダー（観光）招待計画（～ 8 月 4 日）
リッチ神父招待計画（～ 8 月 10 日）
上智大学曄道学長のカリブ諸国訪問に同行（～ 8 月 28 日）
ミクロネシア・エクスポージャーツアー（～ 9 月 6 日）
APIC 事務所移転
第 361 回早朝国際情勢講演会（外務審議官（経済）　山﨑 和之 氏）

第 2 期ザビエル留学生リサさん及び第 1 期 MCT 留学生ブラッドさん、バーサさん 卒業式
第 3 期 MCT 留学生アネットさん、エルウンさん 入学式
バルバドス創造的経済・文化・スポーツ大臣招待計画（～ 10 月 5 日）
海士町と連携協定を締結

第 362 回早朝国際情勢講演会（外務省欧州局長　正木 靖 氏）

太平洋・カリブ記者招待計画 2019（～ 10 月 30 日）
フィジー共和国大統領　APIC 佐藤理事長と会談
ミダ 元ミクロネシア連邦大統領首席補佐官招待計画（～ 11 月 14 日）
ミクロネシア短期大学・学生招待計画（～ 11 月 21 日）
ミクロネシア連邦大統領歓迎夕食会
ジャマイカ外務・貿易省二国間関係局次長招待計画（～ 11 月 23 日）
第 363 回早朝国際情勢講演会（外務省中東アフリカ局長　髙橋 克彦 氏）

第 364 回早朝国際情勢講演会（外務省経済局長　山上 信吾 氏）
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昨
年
５
月
、天
皇
陛
下
の
皇
位
が
継
承
さ
れ
、

年
号
が
令
和
と
改
元
さ
れ
、
第
１
２
６
代
徳

仁
天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

10
月
に
は
ご
即
位
を
内
外
に
宣
言
す
る
公
式

行
事
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
国
民

の
幸
せ
と
国
の
一
層
の
発
展
、
そ
し
て
世
界

の
平
和
を
切
に
希
望
し
ま
す
。」
と
の
お
言
葉

が
脳
裏
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。令
和
２
年
を
迎
え
、

改
め
て
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皇
室

の
末
永
い
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
に
は
私
ど
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

に
と
っ
て
も
嬉
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

同
年
秋
の
叙
勲
に
於
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援
者
で
あ
る
カ
シ
オ
・
ミ
ダ
前

駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
特
命
全
権
大
使
が

「
旭
日
重
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏

は
大
使
と
し
て
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

と
の
友
好
関
係
の
促
進
に
大
き
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
モ
リ
同
連
邦
元
大
統
領
の
首

席
補
佐
官
と
し
て
も
対
日
外
交
関
係
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ご
退
官
後
は
民
間
企

業
に
あ
っ
て
日
本
と
の
経
済
関
係
促
進
に
大

APIC　 海士町
連携協定締結

ザビエル留学生奨学金

若い世代の育成
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フィジー共和国大統領
APIC 佐藤理事長と会談

ミクロネシア連邦大統領
歓迎夕食会

特 集 海士町との連 携

き
く
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
の

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
事
業
に
つ
き
多
く
の
ご
助
言
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
で
は
昨
年
５

月
に
パ
ニ
ュ
エ
ロ
新
大
統
領
が
誕
生
し
ま
し

た
。
対
日
関
係
を
大
変
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
の
関
係
で
は
留
学
生
制
度
に
よ

る
高
等
教
育
の
機
会
増
大
に
期
待
を
寄
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
同
大
統
領
の
高
い
評
価
に
応

え
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
河
野
太
郎
外
相
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

地
域
三
か
国
の
ご
訪
問
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

国
々
の
対
日
期
待
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
事
業
で
訪
日
さ
れ
る
太
平
洋
島
嶼

国
の
政
府
要
人
の
発
言
か
ら
も
更
な
る
支
援

を
期
待
す
る
声
を
耳
に
し
ま
す
。
令
和
の
時

代
に
同
地
域
と
の
関
係
を
一
層
深
め
大
き
な

発
展
を
確
実
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
し
き
り

で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

APIC の主な動き
[2019 年 6 月～ 12 月 ]



フィジー共和国大統領
APIC 佐藤理事長 と 会談
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２
０
１
９
年
10
月
21
日
、
フ
ィ
ジ
ー

共
和
国
の
ジ
オ
ジ
・
コ
ヌ
シ
・
コ
ン
ロ

テ
大
統
領
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
理
事

長
と
会
談
し
ま
し
た
。
佐
藤
理
事
長
は

訪
日
歓
迎
の
挨
拶
に
続
い
て
、
フ
ィ
ジ
ー

共
和
国
独
立
50
周
年
及
び
日
本
と
の
外

国
関
係
樹
立
50
周
年
に
つ
い
て
の
祝
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

大
統
領
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
の
支
援
に
対
す
る
謝
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
環
境
問
題
（
気
候
変
動
や

廃
棄
物
管
理
）
は
同
国
に
と
っ
て
も
重
要

課
題
で
あ
り
、
今
後
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
支
援

を
期
待
す
る
旨
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
か
ら
は
、
日
本
も
島
国
と

し
て
、
太
平
洋
の
島
嶼
国
と
共
通
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
も
こ

う
し
た
地
域
と
の
意
見
交
換
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

19
日
～
30
日
の
間
に
実
施
し
て
い
た
「
太

平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画
」
の
ほ

か
、
毎
年
１
月
に
実
施
し
て
い
る
「
太
平

洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計
画
」な
ど
で
フ
ィ

ジ
ー
か
ら
の
記
者
や
学
生
を
招
待
し
て
い

る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
会
談
に
つ
い
て
、
現
地

新
聞
（Fiji Focus 
及
び Fiji Sun

）
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
11
月
11
日
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

佐
藤
嘉
恭
理
事
長
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
第
９
代
大
統
領
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
パ
ニ
ュ

エ
ロ
氏
の
来
日
を
祝
し
、
歓
迎
夕
食
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統

領
は
２
０
１
６
年
２
月
に
実
施
し
た
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
太
平
洋
若
手
リ
ー
ダ
ー
招

待
計
画
」
に
参
加
し
て
お
り
、
当
時
は

連
邦
議
員
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

　

夕
食
の
席
で
、
佐
藤
理
事
長
は
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
日
本
が
長
年
培
っ
て

き
た
絆
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
奨
学
金

左から：APIC 荒木理事・事務局長、コンロテ大統領、APIC 佐藤理事長、マタイトガ駐日フィジー共和国大使
（Photo Credit: Embassy of the Republic of Fiji）

前列中央：パニュエロ・ミクロネシア連邦大統領
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ミクロネシア連邦大統領
歓迎夕食会

ミクロネシア連邦大統領
歓迎夕食会

事
業
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ニ
ュ
エ
ロ
大
統
領
か
ら
は
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
行
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ

か
け
に
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
行
う
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

と
日
本
の
絆
を
強
化
す
る
事
業
へ
の
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
事
業
を
支
援
す
る
意
向
を

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　私たちは、今夜、この場所で再び APIC と絆を築けた
ことをミクロネシア連邦の代表として心より感謝いたし
ます。今この場所にいることができ、私の心は歓喜に満
ちているとともに、APIC が行うミクロネシア連邦と日
本の絆を強化する事業をとても誇りに思います。
　2016 年 2 月に参加した APIC のプログラムを通して、
日本の国造りの過程にみられる思いやりの精神や相手に
敬意を払うことの大切さを感じることができました。そ
れが強く、優しい国たる所以なのだと身をもって実感い
たしました。
　あらためて APIC が日本とミクロネシア連邦間の絆の
醸成に尽力し、特別な関係を築きあげてきたことに対
し、心より御礼を申し上げます。また、天皇陛下の「即
位礼正殿の儀」の際には、即位を心よりお祝い申し上げ
るとともに、令和という新時代、あるいは「美しい調和

（beautiful harmony）」ともいわれる時代の始まりに立ち
会うことができ、大変光栄に思います。
　儀典当日の朝は風が強く雨が降っていました。しかし
私たちが着席したその瞬間、空が晴れ、太陽が私たちを
温かく包んだことを今でも鮮明に覚えています。日本と
いう国、そしてその偉大な国民はまさに天に見守られて
いるのだと感じました。
　私たちは日本という大切な友を持てたことを大変誇り
に思うとともに、その心の寛大さと日本の思いやりが他
国の尊敬の念を集める理由なのだと実感いたしました。

夕食会での大統領による挨拶（APIC 和訳）

Fiji Sun（2019 年 10 月 23 日付） Fiji Focus（2019年10月23日付）

太平洋事業
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ミ
ダ 

元
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

大
統
領
首
席
補
佐
官
招
待
計
画

― 

ミ
ダ
氏
旭
日
重
光
章
受
勲 

―

　

２
０
１
９
年
11
月
３
日
か
ら
14
日
の
日
程

で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
よ
り
、
カ
シ
オ
・

ミ
ダ
氏
と
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
ミ
ダ
氏
を
招
待
し

ま
し
た
。
カ
シ
オ
・
ミ
ダ
氏
は
以
前
、
駐
日

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
を
務
め
た
の
ち
に
、

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
モ
リ
大
統
領
時
代
に
大
統

領
首
席
補
佐
官
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
も

日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
関
係
の
深
化

に
貢
献
し
て
き
た
人
物
で
す
。
ご
夫
人
の
ジ

ン
ジ
ャ
ー
・
ミ
ダ
氏
は
郵
政
長
官
と
し
て
活

躍
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
閣
僚
で
す
。

カ
シ
オ
・
ミ
ダ
氏
は
２
０
０
７
年
離
日
以
来

何
度
か
来
日
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー

夫
人
は
12
年
ぶ
り
の
来
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
、
11
月
７
日
に
カ
シ

オ
・
ミ
ダ
氏
が
叙
勲
伝
達
式
に
出
席
し
た

ほ
か
、
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館

や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
（College of 

M
icronesia-FSM

）
と
単
位
互
換
協
定
を

結
ん
だ
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
訪
問
な
ど
、
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

左から：APIC 佐藤昭治常務理事、ジンジャー・ミダ氏、カシオ・ミダ氏、APIC 佐藤嘉恭理事長
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邦
と
の
外
交
や
親
善
で
関
係
の
深
い
団
体
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
観
光
と
し

て
は
江
戸
東
京
博
物
館
や
、
ミ
ダ
夫
妻
が
日

本
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
は
未
完
成
だ
っ
た

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
日
本
に
関

す
る
知
見
を
広
め
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
の
午
後
、
ミ
ダ
夫
妻
は
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
事
務
所
を
訪
れ
、
佐
藤
嘉
恭
理
事
長
と
佐

藤
昭
治
常
務
理
事
が
同
席
す
る
中
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
ま
し
た
。
ご
夫
妻
は
適
宜
質
問
さ

れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
力
し

な
が
ら
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
日
本
の
関

係
強
化
に
向
け
て
意
見
の
交
換
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学

生
が
学
校
生
活
を
送
る
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
学
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も

充
実
し
た
施
設
や
利
便
性
の
高
さ
、
さ
ら
に

百
年
を
超
え
る
歴
史
を
知
り
、
感
銘
を
受
け

た
様
子
で
し
た
。
夕
方
に
は
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
大
使
館
へ
表
敬
訪
問
を
し
、フ
リ
ッ

ツ
大
使
や
大
使
館
職
員
の
方
か
ら
温
か
い
歓

迎
と
叙
勲
の
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
っ
た
後
に
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
事
を
共
に
し
ま

し
た
。

　

11
月
７
日
の
午
後
に
は
、
皇
居
で
叙
勲
伝

達
式
が
あ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
は

初
と
な
る
旭
日
重
光
章
を
安
倍
総
理
大
臣
よ

り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
夫
婦
で

天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。
今
回
の
叙
勲

は
ミ
ダ
氏
が
長
年
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と

日
本
の
架
け
橋
と
な
り
、
両
国
の
関
係
の
強

化
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
章
が

実
現
し
た
形
と
な
り
ま
す
。
こ
の
様
子
は
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
新
聞
や
ミ
ダ
氏
の
母
校

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
多

く
の
人
々
が
叙
勲
を
祝
い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
は
、
叙
勲
祝
い
の
た
め
に
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
佐
藤
理
事
長
が
東
京
倶
楽
部
に
て
夕
食

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
夕
食
会
に
は
フ
リ
ッ

ツ
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
や
外
務
省

幹
部
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
理
事
や
評
議
員
な
ど
が

集
ま
り
、
ミ
ダ
氏
の
功
績
と
叙
勲
を
た
た
え

ま
し
た
。
ミ
ダ
氏
か
ら
は
、
佐
藤
理
事
長
と

佐
藤
常
務
理
事
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
へ
の

支
援
や
、
堀
江
良
一 

前
駐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
日
本
国
大
使
に
よ
る
叙
勲
へ
の
推
薦
に
対

し
て
丁
寧
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
挨
拶
の
中
で
は
叙
勲
を
受
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
両
国
の
関
係
の

発
展
に
尽
力
す
る
と
い
う
ミ
ダ
氏
の
決
意
も

含
ま
れ
て
お
り
、
出
席
者
か
ら
は
あ
た
た
か

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、11
日
に
は
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ

パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
移
転
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
日
本
校

の
ス
ト
ロ
ナ
ク
学
長
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
お
よ
び
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
若
い
世
代
の
教
育
に
関
す
る

意
見
交
換
の
機
会
も
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ミ
ダ
氏
は
帰
国
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
地
域
代
表
を
務
め
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
の
事
業
に
協
力
し
、
引
き
続
き
両
国
関

係
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る
予

定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
喜
多
）

テンプル大学ジャパンキャンパスにて

今回の叙勲式について、太平洋諸国の様々な現地新聞で紹介されました
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Deadline for submission of articles or 

advertisements for this issue is 
the end of working hours on: 

Wednesday, November 20, 2019

THE NEXT ISSUE OF 
THE KASELEHLIE PRESS

WILL BE RELEASED ON:

November 25, 2019

TOKYO, Japan – The Association for 
Promotion of International Cooperation 
(APIC) is pleased to extend its 
congratulations to Ambassador Kasio 
Mida, Sr., former Ambassador to Japan 
from the Federated States of Micronesia, 
upon his having been bestowed The 
Order of the Rising Sun, Gold and Silver 

Star, by the Honorable Shinzo Abe, 
Prime Minister of Japan.

The honor is one of the highest awards 
that can be given to non-Japanese 
citizens for their service to promote good 
relations with Japan. APIC is a private 
foundation based in Tokyo, Japan that 
develops programs and initiatives to 
strengthen relations between Japan and 
the nations and people of the Caribbean 
and Pacific Islands.

Ambassador Mida is the first citizen 
of the FSM, and the other nations of 
the northwest Micronesia region, to be 
awarded The Order of the Rising Sun. 

“There are few people more deserving of 
this high honor than Ambassador Mida. 
He has long been an active proponent of 
close ties between Japan and the FSM,” 
said Ambassador Peter Yoshiyasu Sato, 
APIC’s president and a career diplomat 
in Japan’s foreign service. “Everyone 
who knows Ambassador Mida agrees 
with me.”  
Following the presentation of the Order 
of the Rising Sun, Gold and Silver Star 

APIC congratulates former FSM Ambassador Kasio Mida on 
receiving Japanese Imperial Honors

by the Prime Minister, 
Ambassador Mida 
had an audience with 
His Majesty Emperor 
Naruhito at the Imperial 
Palace on November 7.
APIC hosted a dinner 
in honor of Ambassador 
Mida on November 8th 
at The Tokyo Club, the 
oldest social club in 
Japan. 
Ambassador Mida 
served as FSM 
Ambassador in 
Tokyo from 2004-2008. He was also 
nonresident ambassador to the People’s 
Republic of China and Republic of 
Korea.  He previously served as FSM 
Consul General in Honolulu from 198a6 
to 2004. After Tokyo, he served as Chief 
of Staff to FSM President Emanuel Mori.

Currently, Ambassador Mida is an Officer 
of the FSM-Japan Friendship Society, 
which promotes friendly relations 
between FSM and Japan and supports 
Japan's initiatives in the FSM. He has 
also just become the representative 

of the Association for Promotion of 
International Cooperation in the FSM, 
at the request of APIC President Peter 
Yoshiyasu Sato.

Ambassador Mida is a graduate of 
Xavier High School in his native Chuuk 
state, and of Rockhurst College in the 
United States. He is married to the 
former Ginger Porter of Pohnpei state.  
She currently serves as FSM Postmaster 
General. They have nine children.

JICA

August 23, 2019 
Palikir, Pohnpei- Mr. Marcus 
Samo, Acting Secretary of National 
Department of Health and Social 
Affairs (DHSA) and Mr. Shinji 
SHIBATA, Resident Representative 
of JICA FSM signed the Record of 
Discussions (hereinafter referred to 
as R/D) between the two parties on 

August 23, 2019 setting in motion “the 
Project for Elimination of Lymphatic 
Filariasis in the Pacific Region”. The 
implementation of the project starts 
on the date of signature and ends on 
the 28 of February 2022.

This project is one of six sister 
Lymphatic Filariasis (LF) elimination 
projects being implemented throughout 
the Pacific Region including other 

countries such as 
Fiji, Kiribati, Papua 
New Guinea, Samoa 
and Tuvalu. By 
collaborating with 
the World Health 
Organization’s (WHO) 
Pacific Program 
Elimination Lymphatic 
Filariasis (PacELF), the 
LF Elimination Project 

is expected to be a 
huge contribution 
to people’s health 
in FSM.

The FSM Department of 
Health and Social Affairs has 
collaborated with JICA and 
WHO in the movement to 
eradicate LF from the FSM 
since 2001. JICA has donated 
test kits and medical supplies 
with all equipment passing 
inspection upon arrival by FSM 
Immunization program. The 
test kits were and are still being 

New JICA Technical Cooperation for FSM Department of Health 
and Social Affairs aims at elimination of Lymphatic Filariasis

utilized during campaigns and surveys 
throughout FSM. With this new 
project, JICA continues its support 
in contributing to healthy lives and 
wellness in FSM. JICA recognizes the 
health sector as a priority issue in the 
FSM and will continue to cooperate 
with FSM Department of Health and 
Social Affairs and provide support in 
this area.  

The Marshall Islands Journal —    Friday, November 15, 2019        33   32  Friday, November 15, 2019 — The Marshall Islands Journal   
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REGIONAL NEWS

Former FSM Ambassador Kasio Mida receives Japanese
imperial honors

TOKYO, Japan (Press Release) — The Association for Promotion of International Cooperation is pleased to extend its congratulations to Ambassador
Kasio Mida Sr., former ambassador to Japan from the Federated States of Micronesia, upon his having been bestowed the Order of the Rising Sun, Gold
and Silver Star, by Shinzo Abe, prime minister of Japan.

The honor is one of the highest awards that can be given to non-Japanese citizens for their service to promote good relations with
Japan. APIC is a private foundation based in Tokyo, Japan that develops programs and initiatives to strengthen relations between
Japan and the nations and people of the Caribbean and Pacific Islands.

Ambassador Mida is the first citizen of the FSM, and the other nations of the northwest Micronesia region, to be awarded the Order of
the Rising Sun.

“There are few people more deserving of this high honor than Ambassador Mida. He has long been an active proponent of close ties between Japan and the
FSM,” said Ambassador Peter Yoshiyasu Sato, APIC’s president and a career diplomat in Japan’s foreign service. “Everyone who knows Ambassador Mida
agrees with me.”

Following the presentation of the Order of the Rising Sun, Gold and Silver Star by the prime minister, Ambassador Mida had an audience with Emperor
Naruhito at the Imperial Palace on November 7.

APIC hosted a dinner in honor of Ambassador Mida on Nov. 8 at The Tokyo Club, the oldest social club in Japan.

Ambassador Mida served as FSM ambassador in Tokyo from 2004 to 2008. He was also nonresident ambassador to the People’s Republic of China and the
Republic of Korea. He previously served as FSM consul general in Honolulu from 198a6 to 2004. After Tokyo, he served as chief of staff to FSM President
Emanuel Mori.

Currently, Ambassador Mida is an officer of the FSM-Japan Friendship Society, which promotes friendly relations between FSM and Japan and supports
Japan’s initiatives in the FSM. He has also just become the representative of the Association for Promotion of International Cooperation in the FSM, at the
request of APIC President Peter Yoshiyasu Sato.

Ambassador Mida is a graduate of Xavier High School in his native Chuuk state, and of Rockhurst College in the United States. He is married to the former
Ginger Porter of Pohnpei state. She currently serves as FSM postmaster general. They have nine children.
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２
０
１
９
年
10
月
15
日
、
島
根
県
海
士
町
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は

連
携
協
定
（M

em
orandum

 of U
nderstanding

（
Ｍ
ｏ

Ｕ
））
の
締
結
に
合
意
し
、
大
江
和
彦
町
長
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤

嘉
恭
理
事
長
に
よ
り
署
名
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
海
士
町
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
相
互
に
緊
密
に
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
双
方
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
協
働

に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
へ
の
国
際

協
力
の
効
果
的
実
施
と
、
世
界
に
開
か
れ
た
学
び
の
町
と
し

て
の
海
士
町
の
一
層
の
発
展
を
図
り
、
ひ
い
て
は
日
本
と
太

平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
連
携
の
対
象
は
、
研
修
員
の
受
入
れ
、
太
平
洋
・

カ
リ
ブ
地
域
の
開
発
課
題
の
解
決
に
裨
益
す
る
海
士
町
の
資

源
・
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
共
有
、
海
士
町
内
の
学

校
等
に
お
け
る
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
地
域
に
対
す
る
理
解
や
国

際
協
力
に
対
す
る
理
解
の
促
進
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海士町との

連 携
活動実績紹介

連携協定締結
APIC　 海士町

署名を終えた
大江町長（左）と

APIC 佐藤理事長（右）

 

サ
モ
ア
青
年
研
修
計
画

サ
モ
ア
独
立
国
に
事
前
調
査
団
を
派
遣

上
智
大
学
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生

海
士
町
に
て
研
修
を
実
施

女性・共同体・社会開発省 Dr. Leao Talalelei Tuitama
大臣（左）を表敬

詳
細
な
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
に
、

２
０
１
９
年
10
月
５
日
か
ら
13
日

に
か
け
て
、
海
士
町
職
員
他
か
ら

な
る
事
前
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し

た
。
こ
の
事
前
調
査
で
は
、
サ
モ

ア
（
特
に
村
落
共
同
体
）
の
発
展

や
経
済
構
造
強
化
に
資
す
る
こ
と

を
念
頭
に
、
海
士
町
が
サ
モ
ア
独

立
国
に
対
し
て
行
う
研
修
ニ
ー
ズ

の
確
認
お
よ
び
研
修
内
容
・
研
修

員
人
数
・
研
修
期
間
等
に
つ
い
て
、

協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
サ
モ
ア
の
ロ
ー
カ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
に
資
す
る
第
一
次
産

業
の
担
い
手
を
育
成
（
起
業
・
既

存
の
産
業
の
活
性
化
・
ブ
ラ
ン
ド

化
）
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ

り
、
サ
モ
ア
の
雇
用
増
大
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
青
年
研

修
を
、
２
０
２
０
年
５
月
な
い
し

６
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
主

に
北
太
平
洋
の
島
嶼
国
（
パ
ラ

オ
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
）
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
支
援
を
南

太
平
洋
に
も
広
げ
る
観
点
か
ら
サ

モ
ア
の
支
援
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
活
性
化
で
成
果
を
上
げ

て
い
る
海
士
町
に
お
い
て
青
年
を

対
象
と
し
た
研
修
が
有
効
と
考

え
、
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
ま
ず

海士町の保健福祉センター「ひまわり」でのイベント
にてコスラエスープの店を出店する学生たち

れ
ま
し
た
。
初
回
と
な
る
今
回
は
３

名
の
留
学
生
に
加
え
、
２
名
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
引
率
し
ま

し
た
。

　

研
修
中
、
学
生
た
ち
は
海
士
町
の

人
々
か
ら
温
か
な
歓
迎
を
受
け
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
非
常
に

印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。
海
士
町

の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
人
々
と
交

流
す
る
一
方
で
、
海
士
町
の
人
々
に

も
自
分
た
ち
の
母
国
で
あ
る
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
こ
と
を
伝
え
る

機
会
を
持
ち
、
相
互
に
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
士
町
の

持
つ
、
物
質
的
な
尺
度
で
は
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
豊
か
さ
と
人
々
の

温
か
さ
に
触
れ
、
普
段
の
東
京
で
の

生
活
で
は
決
し
て
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
ひ
と
夏
の
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
８
月
19
日
か
ら
25

日
に
か
け
、
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
が
海

士
町
を
訪
問
し
、
海
士
町
役
場
に
よ

る
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
約
１
週

間
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
上
智
大
学
で
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
を

海
士
町
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

離
島
で
の
生
活
や
お
祭
り
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
経
験
し
、
日
本
に
対

す
る
知
見
を
広
め
る
目
的
で
行
わ

2019 年活動実績

4 月

7 月

8 月

10 月

海士町視察

ミクロネシア連邦チューク州若手リーダー

（観光）招待計画 ＜ P.10 参照＞

上智大学ザビエル留学生研修

サモア青年研修計画事前視察団を派遣

連携協定調印式にて

海士町との連 携
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太
平
洋
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
チ
ュ
ー
ク
州
若
手
リ
ー
ダ
ー
（
観
光
）
招
待
計
画

7/28（日） 来日

7/29（月）

APIC ブリーフィング

HIS 小林氏によるブリーフィング

APIC 主催歓迎夕食会

7/30（火）
駐日ミクロネシア連邦大使館 訪問

赤坂エクセルホテル東急 視察

7/31（水）
日本橋にて紙漉き体験

島根県海士町へ移動

8/1（木）

黒木発電所、

隠岐ハイブリッドプロジェクト 視察

隠岐島前病院 視察・講義

西ノ島コミュニティ図書館見学

8/2（金）
大江和彦 海士町長 表敬訪問

海士町内視察

8/3（土） 東京へ移動

8/4（日） 離日

滞在中の主なスケジュール

　

２
０
１
９
年
７
月
28
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
よ
り
、
観

光
産
業
に
か
か
わ
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
４
名
を
招
待
し

ま
し
た
。
今
回
招
待
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
Ｌ
５
ホ
テ

ル
オ
ー
ナ
ー
の
ケ
ン
ボ
ー
・
ミ
ダ
（K

em
bo M

ida

）

氏
、
ブ
ル
ー
・
ラ
グ
ー
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
総
支
配
人
の

ア
ド
ヴ
ィ
ン
・
ア
イ
ゼ
ッ
ク
（Advin Aisek

）
氏
、

ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ト
ッ
プ
ホ
テ
ル
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
メ
ル
バ
・
ア
イ
ゼ
ッ
ク（M

elba Aisek

）氏
、チ
ュ
ー

ク
州
商
工
会
議
所
執
行
役
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ユ
ー

ス
タ
キ
オ
（Christopher Eustaquio

）
氏
の
４
名

で
す
。

　

今
回
の
招
待
計
画
で
は
、
東
京
と
島
根
県
隠
岐
郡

海
士
町
の
２
か
所
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
で

の
研
修
で
は
、
各
専
門
家
か
ら
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
受
け
る
と
と
も
に
、
観
光
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
者
と
し
て
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
海
士
町
の
研
修
で
は
、
地
域
文
化
や

地
元
の
食
材
の
特
徴
を
生
か
し
た
ホ
テ
ル
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
の
離
島
の
一
つ
と

し
て
財
政
面
に
お
い
て
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
海
士

町
が
い
か
に
し
て
町
お
こ
し
・
島
お
こ
し
を
行
っ
て

き
た
か
を
学
び
ま
し
た
。

◆ 

Ｈ
Ｉ
Ｓ 

小
林
健
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
及
び
本
社
見
学

　

２
０
１
９
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

観
光
促
進
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
も
参
加
し
た
株
式
会
社
エ
イ

チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（H

.I.S.

）
小
林
健
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ

り
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
小
林
氏
は
、
旅
行
代

理
店
を
介
さ
ず
と
も
格
安
の
航
空
券
や
ホ
テ
ル
を
予
約
で

き
、
個
人
で
旅
行
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る

昨
今
に
お
い
て
、
日
本
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
は
、
値

段
を
抑
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
の
旅
行
を
す
る
「
価
値
」

を
全
面
に
押
し
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。
特
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
場
合
、
手
付
か
ず
の
自

然
や
美
し
い
海
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
人
に
と
っ
て
「
価

値
」
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
渡
航
の
し

や
す
さ
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
有
力
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
な
り
う
る
と
述
べ
ま
し
た
。
加
え
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
に
あ
る
歴
史
遺
産
や
同
連
邦
各
州
の
文
化
な
ど
は
、

そ
の
ま
ま
観
光
資
源
と
な
り
う
る
こ
と
も
強
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ホ
テ
ル
や
組
織
の
枠

を
超
え
チ
ュ
ー
ク
州
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
観
光
客
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
が

出
ま
し
た
。

◆ 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館
で
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
使
館
で
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
末
永
一
等
書
記
官
か
ら
日
本
に
お
け
る
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
立
ち
位
置
に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
観
光
分
野
に

つ
い
て
の
議
論
の
中
で
、
観
光
客
誘
致
や
チ
ュ
ー
ク
州
で

生
産
で
き
る
も
の
を
日
本
に
輸
出
し
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
構

想
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
観
光
客
誘
致
に
際
し
て

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
に
加
え
、
各
島
々
で
の
地

元
住
民
に
よ
る
観
光
客
に
対
す
る
金
銭
の
要
求
を
控
え
さ

せ
る
た
め
、
一
括
し
て
そ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
構
築
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ュ
ー
ク
で
生
産
で
き
る
も
の
と
し
て
、
ナ
マ
コ
・

タ
ピ
オ
カ
の
加
工
、
タ
ロ
イ
モ
を
使
っ
た
焼
酎
な
ど
日
本
へ

継
続
的
に
輸
出
で
き
る
物
品
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
特
に
チ
ュ
ー
ク
産
の
焼
酎
に
関
し
て
は
、
未

だ
試
験
段
階
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
質
は
優
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、「
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
効
率
的
に
生

産
で
き
る
か
」
と
い
う
議
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

◆ 

赤
坂
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急 

視
察

　

赤
坂
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
で
は
、
客
室
や
予
約
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
同
ホ
テ
ル
兵
藤

支
配
人
と
日
本
や
チ
ュ
ー
ク
州
に
お
け
る
ホ
テ
ル
経
営
の

課
題
や
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
同
ホ
テ
ル
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
客
室
を
大
量

に
つ
く
り
、
経
営
効
率
や
予
約
率
を
上
げ
て
い
る
点
や
、
限

ら
れ
た
空
間
を
有
効
活
用
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
注
目

し
、
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
チ
ュ
ー
ク
州
の
ホ
テ
ル
に
共
通

す
る
課
題
で
あ
る
「
老
朽
化
」
な
ど
に
関
す
る
議
論
が
あ
り

駐日ミクロネシア連邦大使館にて。
前列左から：ケンボー・ミダ氏、クリストファー・ユースタキオ氏、メルバ・アイゼック氏、アドヴィン・アイゼック氏

上：HIS 本社でのブリーフィングの様子
中：赤坂エクセルホテル東急兵藤支配人との意見交換
下：隠岐島前病院にて

ダ
ー
た
ち
は
着
目
し
、
運
営
と
改
修
の
両
立
を
可
能
に
す
る

「
工
事
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

◆ 

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
訪
問

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
一
行
は
島
根

県
隠
岐
郡
海
士
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
海
士
町
で
は
「
な

い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
合
言
葉
の
も
と
、
島
民
一
丸
と
な

り
島
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は

海
士
町
が
行
う
観
光
分
野
で
の
取
り
組
み
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
開
発
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
全
国
的
に
有
名
な
海
士
町
産
の
隠
岐
牛
や
岩
牡
蠣
等

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
に
関
心
を
示
し
て
お
り
、
チ
ュ
ー

ク
州
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
と
海
士
町
の
こ
れ
ま
で
の
成
長

を
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
金
原
）

ま
し
た
。
赤

坂
エ
ク
セ
ル

ホ
テ
ル
東
急

が
、
日
々
そ

の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る

と
同
時
に
、

過
去
５
年
に

わ
た
り
客
室

の
大
規
模
改

修
工
事
を
実

施
し
て
い
る

こ
と
に
リ
ー

J U L

07

海士町との連 携
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八
王
子
市
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州 

ご
み
処
理
関
係
者
の
国
内
研
修
へ
同
行

J U N

06

　

２
０
１
９
年
６
月
25
日
〜
27
日
の
計
３
日
間
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

は
、
八
王
子
市
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
※

の
一
環
と
し
て
、
鹿
児
島
県
志
布
志
市
お
よ
び
大
崎
町
に
て

実
施
さ
れ
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
ご
み
処
理

関
係
者
の
国
内
研
修
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

八
王
子
市
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
「
太

平
洋
島
嶼
部
に
お
け
る
ご
み
問
題
改
善
‐
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・

チ
ュ
ー
ク
州
で
の
協
働
型
２
Ｒ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐
」
と

題
し
て
同
市
の
職
員
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
チ
ュ
ー
ク
州
へ

派
遣
す
る
計
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

現
地
で
指
導
し
て
き
た
チ
ュ
ー
ク
州
の
ご
み
処
理
関
係
者
を

研
修
生
と
し
て
６
月
16
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
に
日
本
に
招

待
す
る
も
の
で
、
数
日
間
、
八
王
子
市
に
て
研
修
を
行
っ
た

の
ち
、
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
志
布
志
市
・
大

崎
町
に
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
こ
の
鹿
児

島
県
で
の
研
修
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、
研
修
に
同
行
し

ま
し
た
。
同
地
は
今
後
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
招
待
計
画
に
お
け
る

視
察
先
の
候
補
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

志
布
志
市
の
ご
み
処
理
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

　

６
月
25
日
、
一
行
は
志
布
志
市
役
所
を
訪
問
し
、
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
志
布
志
市
で
は
住
民
が
ご
み
を

27
種
類
に
分
別
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
同
種
類
の
ご

み
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
志
布
志

市
で
は
、
２
０
０
０
年
に
分
別
（
当
時
は
19
種
類
）
を
始
め

て
以
来
７
年
で
一
般
廃
棄
物
を
80
％
削
減
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
同
市
で
は
元
々
、
１
９
９
０
年
に
建
設
さ
れ

た
埋
め
立
て
処
理
場
が
15
年
で
満
杯
に
な
る
と
見
込
ま
れ
た

こ
と
か
ら
、
延
命
策
と
し
て
ご
み
の
分
別
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
結
果
と
し
て
焼
却
場
を
建
設
せ
ず
に
、
高
い
リ
サ
イ
ク

ル
率
に
よ
り
持
続
可
能
な
ご
み
処
理
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま

た
、
志
布
志
市
が
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
処
理
は
缶
や
ビ

ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
と
ど
ま
ら
ず
、
２
０
０
５
年
か
ら
は

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
同
市
の
主
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
役

立
て
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
を
農
業
で
使
用
し
、
そ
れ
で
出
来
た
農
作
物
を
消

費
者
が
購
入
し
、
そ
れ
が
ま
た
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
と
な

る
、
と
い
う
循
環
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
役
所
の
住
民
に
対
す
る
理
解
、
協
力
の
呼
び
か

け
と
し
て
、
１
年
間
で
４
５
０
回
以
上
各
自
治
会
及
び
世
帯

を
回
り
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
説
明
会
及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、
チ
ュ
ー
ク
州
の
研
修
員
の
関
心

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
に
も

言
及
さ
れ
、
複
雑
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
た

め
に
は
地
域
住
民
に
よ
る
意
義
・
目
的
の
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、
市
役
所
か
ら
の
説
明
だ
け
で
は
足
り
な
い
部
分
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
団
結
し
て
補
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
チ
ュ
ー
ク
州
が
抱
え
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
脆
弱
性
と
リ
ン
ク
す
る
部
分
が
あ
り
、
研
修
員
た

ち
は
そ
れ
が
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

◆ 

志
布
志
市
の
ご
み
処
理
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
視
察

　

研
修
二
日
目
に
は
志
布
志
市
が
管
理
す
る
ご
み
処
理
施
設

及
び
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
民
間
企
業

で
あ
り
、
市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
に
よ
り
約
40
人
の
雇
用
の
機
会
を
創
出
し
て
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
し
た
資
源
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
余
剰

の
利
益
を
生
む
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。
市
は
こ
の
余

剰
利
益
を
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
よ
り
受
け
取
り
、
教
育
や
福
祉

に
充
て
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
に
対
す

る
感
謝
と
し
て
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
取
り

組
み
は
全
て
市
民
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
協
力

な
し
で
は
成
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
市
民
と
行
政
が
協
力
し
あ
い
、
ご
み
の
削
減
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
資

源
が
生
ま
れ
、
自
分
た
ち
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
意
識
を
市

民
に
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

大
崎
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
及
び
市
民
参
加
概
念

　

27
日
は
大
崎
町
を
訪
問
し
、
大
崎
町
役
場
に
て
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
大
崎
町
は
、
ご
み
の
分
別
品

目
を
志
布
志
市
同
様
27
種
に
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

２
０
０
７
年
よ
り
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
12
年
間
、
全
国
の

人
口
10
万
人
未
満
の
市
区
町
村
に
お
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
日

本
一
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
１
８
年
に
は
リ
サ

イ
ク
ル
率
82
％
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
よ
り
、
大
崎
町
と
志
布
志
市
で
は
焼
却
場
に
依
存
し
な

い
ご
み
処
理
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
大
崎
町
で
は
、
ご
み
処

理
に
か
か
る
費
用
を
年
間
で
約
１
億
円
の
削
減
に
成
功
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
同
市
で
は
こ
の
１
億
円
を
市
の
教
育
や
福

祉
に
充
て
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

◆ 

志
布
志
市
と
大
崎
町
の
共
通
事
項
及
び
チ
ュ
ー
ク
州
研
修

員
の
反
応

　

今
回
の
視
察
で
は
志
布
志
市
と
大
崎
町
を
訪
問
し
、
市
役

所
か
ら
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
実
際
の
現
場
の
視
察
等
を
通

し
て
実
り
あ
る
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
住
民
と
企
業
、
そ
し
て
行
政
の
協
働
・
連
携
・
信
頼
は

志
布
志
市
・
大
崎
町
双
方
が
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
と
り
わ
け
最
初
の
住
民
に
よ
る
分
別
の
努
力
が
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
事
業
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

チ
ュ
ー
ク
の
研
修
員
た
ち
の
大
き
な
関
心
を
引
い
て
い
た
事

項
で
し
た
。
ま
た
、
６
月
28
日
に
行
わ
れ
た
今
回
の
研
修
を

締
め
く
く
る
ラ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
研
修
員

た
ち
が
作
成
し
た
今
後
の
行
動
指
針
を
示
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
上
記
の
三
者
の

連
携
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
住
民
の
ご
み
問
題
解
決
に
向

け
て
の
積
極
的
な
関
与
及
び
、
行
政
か
ら
の
住
民
に
対
す
る

説
明
、
協
力
を
促
す
姿
勢
な
ど
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
文
責
：
金
原
）

大崎町役場でのブリーフィング

ミーティング後の懇親会の様子 研修で得た学びを踏まえたアクションプランの発表

※ JICA 草の根技術協力事業とは、国際協力の意志のある日本の NGO/CSO、地方自治体、大学、民間企業等の団体が、
これまでの活動を通じて蓄積した知見や経験に基づいて提案する国際協力活動を、JICA が提案団体に業務委託して
JICA と団体の協力関係のもとに実施する共同事業です。（国際協力機構（JICA）公式サイトより引用）

太平洋事業
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7/21（日） 来日

7/22（月）

駐日サモア独立国大使館 訪問

浅草 視察

APIC 主催歓迎夕食会

7/23（火）

阿部俊子外務副大臣（当時）と面会

国税庁ブリーフィング

鈴木馨佑財務副大臣（当時）と面会

7/24（水）
JICA 北岡伸一理事長 面会

東京税関 視察

7/25（木）
江戸東京博物館、PIC、日本銀行貨幣博物館 訪問

東京大学 西和彦教授 面会

7/26（金）
福島県いわき市 訪問

井上直美 在福島サモア独立国名誉領事と面会

7/27（土） 離日

滞在中の主なスケジュール

　

２
０
１
９
年
７
月
21
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
サ
モ
ア

独
立
国
の
シ
リ
・
エ
パ
・
ト
ゥ
イ
オ
テ
ィ
財
務
大
臣
（The 

H
onorable Sili Epa Tuioti

）
と
オ
ス
カ
ー
・
ト
ー
マ

ス
・
マ
リ
エ
レ
ガ
オ
イ
財
務
次
官
（M

r. O
scar Thom

as 

M
alielegaoi

）を
招
待
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
日
に
お
い
て
、

現
在
サ
モ
ア
独
立
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
長
期
戦
略

“Vision 2040”

を
策
定
中
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
実
質

的
な
意
見
交
換
と
視
察
を
行
い
た
い
と
の
希
望
が
あ
り
、
精

力
的
に
数
多
く
の
面
会
や
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
歓
迎
夕
食
会

　

滞
在
初
日
の
夕
方
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
理
事
長
主

催
の
歓
迎
夕
食
会
を
東
京
倶
楽
部
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
シ

ラ
駐
日
サ
モ
ア
独
立
国
大
使
、
フ
リ
ッ
ツ
駐
日
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
大
使
、
キ
チ
ナ
ー
駐
日
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
大

使
の
ほ
か
、
外
務
省
、
財
務
省
関
係
の
方
々
や
井
上
直
美
在

福
島
サ
モ
ア
独
立
国
名
誉
領
事
な
ど
関
係
者
が
一
堂
に
会
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
冒
頭
に
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
直
後
の
ご
多
忙
の
中
、
遠
藤
利
明
衆
議
院
議
員
（
日
・
サ

モ
ア
議
員
連
盟
会
長
）
が
挨
拶
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
初
代
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当

大
臣
で
あ
っ
た
同
議
員
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
グ
ッ

ズ
が
贈
ら
れ
、
日
・
サ
モ
ア
関
係
に
お
い
て
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
輸
出
・
輸
入
申
告
手
続
き

に
つ
い
て
実
際
の
画
面
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

監
視
艇
に
乗
船
し
て
墨
田
川
、
豊
洲
市
場
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
村
、
品
川
・
大
井
・
青
海
の
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
を
回
り
、

管
内
の
概
況
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

四
日
目
に
は
太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）を
訪
問
し
、

斎
藤
龍
三
所
長
と
面
会
し
、Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
概
要
、主
催
セ
ミ
ナ
ー
、

過
去
派
遣
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
大
臣
か
ら
は
分
野
を
集
中
し
て
訪
問
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

サ
モ
ア
が
策
定
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
長
期
戦
略

“Vision 2040”

の
関
連
で
、
東
京
大
学 

西
和
彦
教
授
に
面
会

し
ま
し
た
。
西
教
授
か
ら
は
、
サ
モ
ア
の
経
済
成
長
に
お
い

◆ 

都
内
日
程

　

初
日
に
駐
日
サ
モ
ア
独
立
国
大
使
館
に
て
シ
ラ
大
使
主
催

の
昼
食
会
が
あ
り
、
午
後
は
浅
草
観
光
を
し
ま
し
た
。
二
日

目
に
は
、
阿
部
俊
子
外
務
副
大
臣
（
当
時
）、
鈴
木
馨
祐
財
務

副
大
臣
（
当
時
）
に
面
会
、
国
税
庁
で
は
、「
日
本
の
税
行
政
」

に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
は
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

北
岡
伸
一
理
事
長
に
面
会
を
行
い
、
対
外
債
務
、
持
続
可
能

な
漁
業
、
教
育
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
京
税
関
を
訪
問
し
、
最
初
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
コ
ン

テ
ナ
を
載
せ
た
ま
ま
Ｘ
線
で
中
身
が
検
査
で
き
る
青
海
コ
ン

テ
ナ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
実
際
に
コ
ン
テ
ナ
の
検
査

の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
サ
モ
ア
で
は
、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の
支
援
に
よ
り
同
様
の
設
備
を
導
入
予
定
と

い
う
こ
と
で
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次
に
通
関
部
門
で
、

J U L

07

太
平
洋
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

サ
モ
ア
財
務
相
・
次
官
招
待
計
画

て
は
直
行
便
の
就
航
、
税
制
優
遇
、
太
平
洋
の
Ｉ
Ｔ
ハ
ブ
化
、

若
く
優
秀
な
人
材
の
呼
び
込
み
な
ど
の
政
策
が
重
要
で
あ
る

な
ど
、様
々
な
提
言
が
あ
り
、活
発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

◆ 

福
島
県
い
わ
き
市
訪
問

　

最
後
に
い
わ
き
市
を
訪
問
し
、
井
上
直
美 

在
福
島
サ
モ
ア

独
立
国
名
誉
領
事
（
常
磐
興
産
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

と
面
会
し
ま
し
た
。
い
わ
き
市
内
で
は
津
波
の
影
響
を
受
け

た
地
域
の
視
察
と
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ム
と
い
う
水
耕
栽
培

の
ト
マ
ト
農
園
を
視
察
し
ま
し
た
。
サ
モ
ア
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
の
野
菜
の
輸
入
を
削
減
し
国
産
化
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
斉
藤
）

APIC 主催夕食会にて。左から：APIC 佐藤理事長、井上 在福島サモア独立国名誉領事、
シラ駐日サモア独立国大使、遠藤衆議院議員、シリ財務大臣、オスカー財務次官

東京税関にて

ワンダーファームにて。井上名誉領事（右から 2 番目） 福島県いわき市にあるワンダーファームにて

太平洋事業
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参加学生の声 参加学生の声
上智大学 理工学部 2 年

大谷 洋輝 さん

上智大学 短期大学部 1 年

松縄 景子 さん

　私はこのプログラムを知るまで、ミクロネシアとい
う国の名前を聞いたことがありませんでした。実際
行ってみると、今までにしたことのない経験をたくさ
んすることが出来ました。現地の学生は親切で、たく
さん助けてもらい、近くの滝などに連れて行ってくれ
ることもありました。寮では夜に、常にどこかで音楽
が流れていて、とても楽しげでした。他にもナンマト
ル遺跡や現地の小学校などにも行きました。
　私がミクロネシアで一番印象に残ったのは、人が温
かいということでした。それを一番感じたのがホーム
ステイでした。ホームステイでは色々な事を体験でき
ました。ヤシの実を割らせてもらったり、滝に連れて
行ってもらって一緒に泳いだりしました。ホストファ
ミリーは常に私が楽しめるようにしてくれました。そ
して、最後には空港まで送りに来てくれて、私にあな
たは家族の一員だから、また帰ってきてねと言ってく
れました。本当に優しくて、またここに帰ってきたい
と思いました。

　私は今回のツアーに参加するまでミクロネシア連邦
という国の存在さえ知りませんでした。想像もつかな
い生活に不安もありましたが、驚きと感動の連続であっ
という間の 2 週間でした。
　ミクロネシアには、魚が見えるほどの美しい海、熱
帯ならではの植物が生息する森などのありのままの自
然があり、そのなかにはナンマトル遺跡や沈船、戦車
など歴史がそのまま残されていました。その雄大な姿
は今も鮮明に記憶に残っています。
　また、ミクロネシアでは、現地の方々の温かさを感
じました。ホストファミリーは私の拙い英語を聞き取
る努力をしてくれて、沢山話しかけてくれました。ホー
ムステイは初めての経験でしたが、心配していたこと
が嘘のように楽しい時間を過ごしました。
　講義では現地で働く青年海外協力隊の方からミクロ
ネシアにおける教育の現状についてのお話が印象的で
した。現地で働いているからこその苦労や悩みは、と
ても勉強になりました。
　ミクロネシア・エクスポージャーツアーから学んだ
ことはとても多く、ミクロネシアでの生活はまさに異
文化体験でした。一生忘れられない大切な思い出です。

松縄さん（後列中央）
大谷さん（中央）

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー

A U G

08

ナンマトル遺跡にて

ミクロネシア短期大学
College of Micronesia - FSM

1972 年にミクロネシア連邦に
設置された 2 年制の大学。教
養学科のほか海洋学科、ミク
ロネシア研究学科などの学科
がある。ミクロネシア連邦の
各州から学生が集い、ミクロ
ネシア連邦の発展を支える国
内唯一の高等教育機関として
存在感を示している。

　

本
年
度
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー

で
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州

に
加
え
、
チ
ュ
ー
ク
州
ウ
エ
ノ
島
も
訪
問

し
ま
し
た
。
ポ
ン
ペ
イ
州
で
はCollege of 

M
icronesia-FSM

（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
を
拠
点
と
し
、

現
地
学
生
と
の
交
流
お
よ
び
現
地
有
識
者
か

ら
の
特
別
講
義
、
現
地
の
自
然
を
目
で
見
て

肌
で
感
じ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ト
リ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
ウ
エ
ノ
島
で
は
、
そ
こ
だ
け
時

間
の
流
れ
が
遅
く
感
じ
る
と
言
わ
れ
る
ジ
ー

プ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
た
ほ
か
、
上
智

大
学
と
も
関
係
の
深
い
ザ
ビ
エ
ル
高
校
を
訪

問
し
高
校
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
行
わ
れ
た
講
義
で
は
、
元
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
大
統
領
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

モ
リ
氏
及
び
ジ
ョ
ン
・
ハ
グ
レ
ル
ガ
ム
氏
を

筆
頭
に
、
現
地
有
識
者
の
方
々
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。
講
義
の
中
で
は
積
極
的
に
質
疑

応
答
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

講
義
終
了
後
も
、
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い

点
を
講
師
に
聞
き
に
行
く
な
ど
熱
心
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ト
リ
ッ
プ
で
は
、
ソ
ケ
ー

ス
・
マ
ウ
ン
テ
ン
、
ナ
ン
マ
ト
ル
遺
跡
、
ケ

プ
ロ
イ
の
滝
を
訪
れ
ま
し
た
。
多
く
の
Ｃ
Ｏ

Ｍ
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ツ
ア
ー
に

同
行
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
説
明
に
長
け
て
お
り
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
・
逸
話
が
あ
る
の
か
、
地
元

の
人
に
と
っ
て
そ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
な
ど
を
日
本
人
学
生
に
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
学
生
寮
で
は
、
日
本
と
は
全
く
異

な
る
環
境
で
10
日
間
生
活
し
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ハ
イ
キ
ン

グ
、
夕
食
な
ど
を
通
し
て
国
籍
、
文
化
、
言

葉
に
関
係
な
く
現
地
学
生
と
絆
を
深
め
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
ツ
ア
ー
の
終
盤
に
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
は
、
学
生
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
と
も
に
地
元
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
味

を
楽
し
み
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
あ
た
た
か

さ
に
触
れ
ま
し
た
。
日
本
と
は
家
族
構
成
も

規
模
も
違
う
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
家
庭
で
、

現
地
の
人
と
同
じ
目
線
で
の
生
活
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
た
ち
は
学
生
た
ち
が
ポ
ン
ペ
イ
を
旅

立
つ
そ
の
日
、
空
港
ま
で
見
送
り
に
来
て
く

れ
、
寂
し
く
も
暖
か
く
、
家
族
愛
に
溢
れ
た

抱
擁
で
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。（
文
責
：
金
原
）

　

２
０
１
９
年
８
月
24
日
か
ら
９
月
６
日
の

日
程
で
第
５
回
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
上
智
大
学
の
学
生
10
名
と
、
上
智

大
学
短
期
大
学
部
の
学
生
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
山
本
浩
上
智
大
学
短
期
大
学
部
学
長

及
び
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
昭
治
常
務
理
事
（
上
智

大
学
客
員
教
授
）
が
担
当
教
員
と
し
て
引
率

し
ま
し
た
。

ジープ・アイランドへ向かうボートにて

ザビエル高校にて

ハグレルガム元大統領による講義の様子

太平洋事業
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J U N

06
N O V

11

参加した COM-FSM 学生の声 プログラムに参加した 4 名の学生のうち、2 名の感想文を掲載しています。（APIC 和訳）

　

２
０
１
９
年
11
月
６
日
か
ら
21
日
ま
で
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ポ
ン
ペ
イ
州
に
あ
る

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
（College of 

M
icronesia -FSM

：
以
下
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
か

ら
学
生
を
４
名
日
本
に
招
待
し
、
上
智
大
学

及
び
麗
澤
大
学
に
て
滞
在
及
び
研
修
を
行
う

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
・
学
生
招
待
計
画

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
に
累
計
16
名
の
学
生
を
Ｃ
Ｏ
Ｍ
よ
り
招

待
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
Ｃ

Ｏ
Ｍ
、
上
智
大
学
、
麗
澤
大
学
の
間
で
そ
れ

ぞ
れ
結
ば
れ
た
連
携
協
定
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
に
基

づ
き
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
学
生
を
招
待
し
、
上
智

大
学
と
麗
澤
大
学
に
て
授
業
の
受
講
や
課
外

活
動
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
ま
す
。
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー

（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
参
加
し
た
学
生
を
含

め
、
毎
年
多
く
の
日
本
人
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
学
内
だ
け

で
な
く
学
外
や
週
末
で
も
積
極
的
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

テ
ン
プ
ル
大
学
視
察

　

学
生
た
ち
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
単
位
互
換
制
度

に
関
す
る
取
り
決
め
を
締
結
し
て
い
る
テ

ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
の
取
り
決
め
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ

Ｍ
を
卒
業
し
た
学
生
は
テ
ン
プ
ル
大
学
の
３

年
次
に
編
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
参
加

し
た
学
生
の
中
に
は
来
年
卒
業
予
定
の
者
も

お
り
、
参
考
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
校
舎
の

見
学
だ
け
で
な
く
、
同
大
学
で
行
わ
れ
て
い

る
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
義
を
受
講

し
、
学
生
食
堂
で
の
ラ
ン
チ
も
体
験
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
金
原
）

◆ 

交
流
イ
ベ
ン
ト

　

週
末
に
は
日
本
人
学
生
と
共
に
横
浜
を
訪

れ
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
の

製
作
体
験
を
し
た
後
、
国
の
重
要
文
化
財
で

も
あ
る
「
日
本
郵
船
氷
川
丸
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
氷
川
丸
の
姉
妹
船
で
あ
る
「
平
安
丸
」

は
第
二
次
世
界
大
戦
時
中
、
チ
ュ
ー
ク
環
礁

に
沈
み
ま
し
た
。
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ

あ
る
中
で
、
氷
川
丸
の
見
学
は
と
て
も
印
象

深
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横

浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
に
上
っ
て
、
横
浜

の
夜
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。
招
待
学
生
も
日

本
人
学
生
も
一
緒
に
過
ご
す
中
で
お
互
い
打

ち
解
け
あ
い
、
最
後
は
一
日
を
楽
し
み
尽
く

し
た
様
子
で
し
た
。　
　
　
　
（
文
責
：
松
並
）

◆ 

環
境
セ
ミ
ナ
ー

　

本
計
画
の
半
ば
で
は
、
上
智
大
学
で
環

境
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
最
大
の
環
境
保
護
団

体
で
あ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金

（M
icronesia Conservation Trust

）
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
務
め
る
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ル

氏
（
上
智
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科

博
士
課
程
在
籍
中
）
に
講
師
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
同
氏
か
ら
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

が
直
面
す
る
ご
み
処
理
に
か
か
る
課
題
や
そ

の
解
決
に
向
け
た
施
策
、
住
民
レ
ベ
ル
で
も

実
践
可
能
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

約
２
週
間
の
滞
在
で
、
招
待
学
生

た
ち
は
上
智
大
学
・
麗
澤
大
学
で
の

講
義
だ
け
で
な
く
、
寮
生
活
、
日
本

人
学
生
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

体
験
を
通
じ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
、
感
じ
、
そ
し
て
経
験
し
ま
し

た
。
最
終
日
の
活
動
報
告
会
で
は
、

各
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
振
り

返
り
、
上
智
大
学
・
麗
澤
大
学
や
、

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し
て
の
感
謝
の
言

葉
の
ほ
か
、
涙
を
流
し
な
が
ら
思
い

出
を
語
る
学
生
も
い
ま
し
た
。
日
本

出
発
日
に
は
、
絆
を
深
め
合
っ
た
多

く
の
日
本
人
学
生
が
成
田
空
港
に
見

送
り
に
来
て
お
り
、
招
待
学
生
た
ち

は
一
生
の
仲
間
に
見
送
ら
れ
帰
国
の

途
に
就
き
ま
し
た
。　
（
文
責
：
金
原
）

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
短
期
大
学
・
学
生
招
待
計
画

11/6（水）
来日
各大学でのオリエンテーション

11/7（木） 各大学での活動

11/8（金）
テンプル大学ジャパンキャンパスにて
キャンパスツアー

11/9（土） 横浜にて学生交流イベント

11/10（日）
～ 14（木）

各大学での活動

11/15（金） 環境セミナー

11/16（土）
～ 17（日）

ホームステイ体験

11/18（月）
～ 19（火）

各大学での活動

11/20（水） 活動報告会・フェアウェルパーティ

11/21（木） 離日

滞在中の主なスケジュール

アイバーソン・アリベン さん
Iverson Aliven

セニーシャ・サントス さん
Senniesha Santos

テンプル大学ジャパンキャンパスにて

フェアウェルパーティで修了証を受け取る学生たち活動報告会で発表する学生

カップヌードルミュージアムにて

　日本での思い出は私の心に一生残るものとなりました。成
田空港に降り立ったその瞬間から、私は日本という国が大好
きになりました。日本の文化や歴史、斬新なアイデアには、常
に興味を惹かれていました。
　日本にいる間、たくさんの方々に私たちのことをサポートし
ていただきました。特に麗澤大学の学生団体「Japanesia」の
学生や教職員の方々は、私たちが慣れない環境でも快適に生
活できるよう尽力してくださいました。また、APIC やテンプル
大学、上智大学の職員の方々も、私たちを温かく歓迎してくれ
ました。日本で出会ったすべての皆様に深く感謝いたします。
　滞在中、仲間たちとたくさん観光に行きました。横浜と東
京を訪れ、インターネットで見たことのある場所を実際に自分
の目で見ることができました。その中でも特に横浜で見た「氷
川丸」は私にとって特別な意味のあるものでした。氷川丸は、
私の故郷であるチューク州に沈む「平安丸」の姉妹船であり、
日本と母国のつながりを強く感じました。
　プログラム全体を通して私は幸せ、愛、そしてそれ以上の
ものを感じました。そして日本の生活を経験できたことによ
り、母国にいる家族・友人に対する感謝の気持ちも深くなり、
大切にするべきだと感じました。私の髪が白くなるまで、そし
て歯が抜け落ちるまで、日本とミクロネシア連邦の協力・友
好関係が末永く続くよう願っています。私はまだ 18 歳なので、
とても長い時間であることを期待します。本当にありがとうご
ざいました。

　日本は私がずっと行きたいと願っていた国でした。今回のプ
ログラムに参加する 4 人のうちの 1 人に選ばれ、ついにその願
いが叶いました。
　日本での滞在は本当に素晴らしく、驚きと楽しみに満ち溢れ
ていました。今回の旅が初めての海外渡航でしたが、滞在中、
怖いと感じたことや危険に思ったことは一度もありませんでし
た。人々は皆とても親切で落ち着いていて、暴力的な側面は一
切見られませんでした。そしてお互いに邪魔することもなく、み
な黙 と々自分の仕事に取り組んでいました。特に日本人の時間
を守る姿勢、そして何事に対しても一生懸命頑張る姿には感銘
を受けました。日本の道路や街並みは本当に綺麗で、特に人工
物と自然が一体となった街づくりにはとても感動しました。
　日本で過ごした時間はこれまでの人生で最も冒険に満ちてい
ました。滞在中、最も苦労したことは電車です。駅はとても混
雑していて、人々は皆速足で、電車の数も多いので乗るべき電
車を見つけるのが大変でした。迷子になることもありましたが、
駅構内の案内板のおかげで何とか目的地までたどり着くことが
できました。
　今回参加したプログラムは挑戦の連続で、とても有益でした。
たくさん美味しいものを食べ、様々な街を散策し、日本の文化
と伝統を体験しました。多くのことを学びましたし、それらを
母国の家族、友達と共有していきたいです。日本で経験したす
べてのことを一生大切にします。また日本を訪れる機会があっ
たら迷わず来ることを選びます。ありがとうございました。

太平洋事業
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リ
ッ
チ
神
父
招
待
計
画

A U G

08

　

２
０
１
９
年
８
月
４
日
か
ら
10
日
の
日
程
で
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
連
邦
ヤ
ッ
プ
州
に
あ
る
ヤ
ッ
プ
カ
ト
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
理
事
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
コ
ー
リ
フ
（Richard 

M
cAuliff

）
神
父
（
以
下
「
リ
ッ
チ
神
父
」）
を
招
待
し
ま
し

た
。
同
神
父
は
パ
ラ
オ
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
で
30
年
以
上
活
動
し
て
お
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
が
ザ
ビ
エ
ル
高
校
と
上
智
大
学
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
受

け
入
れ
て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
の
奨
学
金
制
度
を
作
っ
た

人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
招
待
計
画
で
は
、
留
学
制
度

を
利
用
し
て
来
日
し
た
学
生
と
の
面
会
や
日
本
に
お
け
る
イ

エ
ズ
ス
会
の
高
校
へ
の
訪
問
を
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
の
午
前
中
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
所
で
佐
藤

昭
治
常
務
理
事
と
面
会
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
事
業
や
今
後
の
連

携
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
同
神
父
は
、
佐
藤
常
務
理

事
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
で
日
本
国
大
使
に
就
任
し
て
い
た

際
に
ザ
ビ
エ
ル
高
校
の
理
事
長
を
し
て
い
た
関
係
で
、
共
通

の
話
題
も
多
く
、
当
時
の
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
和
や
か

に
話
が
進
み
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
話
題
と
し
て
は
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
へ
の
支
援
や
若
い
世
代
の
交

流
な
ど
の
可
能
性
、
ザ
ビ
エ
ル
高
校
か
ら
上
智
大
学
へ
入
学

す
る
留
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
、
一
貫
し
て

今
後
も
両
国
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
都
内
観
光
を
し
た
後
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
佐
藤
嘉
恭
理

事
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が
開
か
れ
、
親
交
の
あ
る
イ
エ
ズ

ス
会
日
本
管
区
長
の
レ
ン
ゾ
・
デ
・
ル
カ
神
父
や
イ
エ
ズ

ス
会
の
越
智
直
樹
神

学
生
、
以
前
よ
り
ザ

ビ
エ
ル
高
校
留
学
生

奨
学
金
制
度
に
多
大

な
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
坂
本
光

彦
氏
と
律
子
夫
人
、

ザ
ビ
エ
ル
高
校
で
日

本
語
を
教
え
て
い
た

石
原
晴
次
先
生
、
本

留
学
制
度
を
利
用
し

て
上
智
大
学
で
勉
強

に
励
む
学
生
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。
ザ

ビ
エ
ル
高
校
か
ら
の

留
学
生
の
教
育
支
援

APIC 主催夕食会にて

坂本ご夫妻と会談中の様子鹿と触れ合うリッチ神父 広島学院の聖堂にて

上：佐久間理事長（左から 2 番目）と曄道学長（右から 2 番目）を表敬訪問
下：ザビエル留学生とランチミーティングの様子

に
携
わ
る
関
係
者
が
集
ま
り
、
同
神
父
訪
日
の
歓
迎
と
と
も

に
、
夕
食
会
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
取
り
組

み
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
留
学
生
た
ち
は
大
学
で
の
勉
強
や
日

本
で
の
生
活
を
様
子
を
報
告
し
て
い
ま
し
た
。
リ
ッ
チ
神
父

か
ら
は
学
生
に
対
す
る
「
宿
題
」
と
し
て
人
生
に
お
い
て
自

分
が
本
当
に
何
を
し
た
い
の
か
を
深
く
考
え
る
こ
と
、
ま
た
、

自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
自
文
化
と
信
仰
の
ど
ち

ら
か
が
中
心
に
来
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
リ
ッ
チ
神
父
は
か
つ
て
の
教
え
子
が
大
学
生
に
な
り
、

東
京
で
生
活
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の

学
生
の
成
長
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
に
は
上
智
大
学
へ
と
移
り
、
佐

藤
常
務
理
事
も
加
わ
っ
て
、
学
校
法
人
上
智
学
院 

佐
久
間
勤

理
事
長
と
上
智
大
学
曄
道
明
佳
学
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

リ
ッ
チ
神
父
か
ら
は
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
、
佐
久
間
理
事
長
と
曄
道
学
長
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
地
域
に
関
す
る
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
広
島
に
移
動
し
、
日
本
に
４
校
あ
る
イ
エ
ズ
ス

会
系
の
高
校
の
一
つ
で
あ
る
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。
三
好
彰
校
長
か
ら
あ
た
た
か
な
出
迎
え

を
受
け
、
広
島
学
院
の
戦
後
の
あ
ゆ
み
に
関
す
る
話
を
聞
き

め
る
ヤ
ッ
プ
カ
ト
リ
ッ
ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
の
お
祈
り
の
取

り
組
み
や
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
教
育
の
中
で
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
豊
か
な
人

格
を
備
え
た
人
間
を
育
て
る
教
育
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
意
見
交
換
を
す
る
機
会
と
と
も
に
、

観
光
や
日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
も
取
り
入
れ
、
東
京
で
の

滞
在
時
に
は
鎌
倉
へ
足
を
延
ば
し
、
お
寺
と
神
社
の
違
い
や

鎌
倉
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
広
島
に
移
動
し

て
か
ら
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
原
爆
ド
ー
ム
と
宮
島
の
２
か

ま
し
た
。
広
島
学
院

は
終
戦
後
、
町
の
復

興
が
あ
る
程
度
整
っ

た
後
に
、
次
の
段
階

と
し
て
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
に
力
を
入

れ
る
た
め
に
イ
エ
ズ

ス
会
の
支
援
を
受
け

て
設
立
さ
れ
た
学
校

で
す
。
し
か
し
、
近

年
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
生
徒
や
先
生
な
ど

も
少
な
く
な
り
、
そ

の
よ
う
な
中
で
ど
の

よ
う
に
イ
エ
ズ
ス
会

教
育
を
行
う
か
が
課

題
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
リ
ッ
チ
神
父
は

自
身
が
理
事
長
を
務

所
を
訪
れ
、
原
爆
資
料
館
で
は
先
の
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

思
い
を
馳
せ
、
宮
島
で
は
海
に
面
し
た
神
社
や
野
生
の
鹿
、

自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
（
文
責
：
喜
多
）

太平洋事業
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上
智
大
学
曄
道
学
長
の
カ
リ
ブ
諸
国
訪
問
に
同
行

A U G

08

西インド諸島大学
University of the West Indies

西インド諸島の 17 の国と地域で英語による高
等教育を行う大学。3 つのメインキャンパス

（ジャマイカのモナ校、トリニダード・トバゴの
セント・オーガスティン校、バルバドスのケイ
ブヒル校）の他、通信制のオープンキャンパス
が各地にあり、英語を公用語とするカリブ諸国
における最古にして最大の高等教育機関として、
様々な分野に人材を輩出している。

　

２
０
１
９
年
８
月
18
日
か
ら
28
日
の
日
程
で
、
上
智
大
学
曄

道
佳
明
学
長
が
カ
リ
ブ
諸
国
を
訪
問
し
、
上
智
大
学
か
ら
は
三

輪
義
彦
学
長
補
佐
及
び
大
学
院
地
球
環
境
学
研
究
科
あ
ん
・
ま

く
ど
な
る
ど
教
授
が
、
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
荒
木
恵
理
事
・

事
務
局
長
が
同
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
先
は
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
３
カ
国
で
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
２
０
１
４
年
に
上
智
大
学
と
教
育
連
携
協
定

（M
em

orandum
 of Understanding

：
以
下
、
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
を

締
結
し
て
お
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
「
日
・
カ
リ
ブ
友
好
協
力
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に
は
上
智
大
学
と
西
イ
ン
ド
諸

島
大
学
（The University of the W

est Indies

：
以
下
、
Ｕ

Ｗ
Ｉ
）
の
間
の
学
術
交
流
協
定
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
の
締
結
を
支
援
し

ま
し
た
。
こ
の
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
下
で
、
上
記
の
カ
リ
ブ
３
カ
国
に
お

い
て
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
を
講
師
と
し
て
「
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
訪
問
の
目
的
は
、
Ｍ

ｏ
Ｕ
締
結
か
ら
４
年
が
経
ち
、
ま
た
、
２
０
１
８
年
12
月
に
上

智
大
学
でSophia University Island Sustainability Unit

（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
）
※
１ 

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
と
の

間
で
よ
り
具
体
的
な
協
力
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
た
め
、
曄
道

学
長
及
び
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
の
責
任
者
で
あ
る
、
ま
く
ど
な
る
ど
教
授

が
各
校
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
り
、
上
記
の
経
緯
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
の
同
行
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆ 

ジ
ャ
マ
イ
カ
訪
問

　

ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
、
山
﨑
啓
正 

在
ジ
ャ
マ
イ
カ
日
本
国
大

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
協
力
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
側
か
ら

は
、
海
洋
科
学
、
環
境
、
災
害
・
危
機
管
理
、
ア
ニ
メ
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
関
心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
運
営
す
る
４
年
制
の
高
校
で
あ
る

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（St. George’s College

）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
校
の
生
徒
の
15
％
程
度
が
奨
学
金
を
得

て
米
国
に
留
学
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
上
智
大
学
の
海
外

指
定
校
は
現
在
26
校
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
カ
リ
ブ
・
中
南
米
は

ま
だ
な
い
と
の
こ
と
で
、
上
智
大
学
と
し
て
も
海
外
指
定
校
と

し
て
実
現
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

大
使
公
邸
で
開
催
さ
れ
た
夕
食
会
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
招
待
計
画
の
参
加
者
の
成
功
例
と
し
て

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
大
統
領
に
な
っ
た
人
物
が
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
と
、
山
﨑
大
使
か
ら
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
以
前
招
待
し
た
シ
ョ
ー
ナ
・
ケ
イ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
氏

（
２
０
１
７
年
４
月
実
施
の
「
カ
リ
ブ
諸
国
若
手
リ
ー
ダ
ー
招

待
計
画
」
参
加
者
）
も
外
務
省
の
女
性
課
長
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、
彼
女
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
日
本
に
行
け
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
訪
問

　

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
は
、
平
山
達
夫 

在
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
日
本
国
大
使
を
表
敬
訪
問
し
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
モ
ナ
校
で

の
議
論
の
内
容
や
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
荒
木
事
務
局
長
よ

り
説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｗ
Ｉ
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
で
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

コ
ー
プ
ラ
ン
ド
学
長
に
面
会
し
ま
し
た
。
曄
道
学
長
か
ら
訪
問

の
目
的
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
荒
木
事
務
局
長
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
の
活
動
の
概
要
や
、昨
年
同
校
で
開
催
し
た
環
境
セ
ミ
ナ
ー
、

毎
年
１
月
に
実
施
し
て
い
る
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
学
生
招
待
計

画
」
で
こ
れ
ま
で
訪
日
し
た
学
生
の
う
ち
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ

ル
バ
ド
ス
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
１

名
ず
つ
現
在
、
日
本
の
大
学
院
に
留
学
し
て
い
る
こ
と
、
本
年

８
月
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
学
生
１
名
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
※
２
で
来
日
し
て
現
在
、
熊
本
県
の
学
校
で
英
語
を
教

え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
コ
ー
プ
ラ

ン
ド
学
長
か
ら
は
、
自
分
自
身
が
「
西
イ
ン
ド
諸
島
大
学
セ
ン

ト・オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
校
学
長
招
待
計
画
」（
２
０
１
７
年
実
施
）

で
日
本
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
く
ど
な
る
ど
教
授
の
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
の
説
明
に
は
、
各
学
部
長

も
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
環
境
研
究
所
の
ジ
ョ
ン
・

ア
ガ
ー
ド
所
長
か
ら
は
、
島
の
持
続
可
能
性
に
関
し
て
は
Ｕ
Ｗ

Ｉ
も
同
様
の
考
え
方
を
し
て
お
り
、
今
後
研
究
を
行
っ
て
い
く

予
定
な
の
で
是
非
協
力
し
た
い
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
国
で
は
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
の
ほ
か
に
、
海
洋
研
究
所
（Institute 

of M
arine Affairs

：
以
下
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
とAssociation of 

Caribbean States

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ａ

は
、
海
岸
の
侵
食
や
パ
ラ
オ
の
珊
瑚
礁
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
活

動
の
ほ
か
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
み
な
ら
ず
、
カ
リ
ブ

海
に
面
し
て
い
る
諸
国
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
上
智
大
学

と
し
て
は
是
非
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
と
の
協
力
関
係
を
深
め
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｓ
は
、
カ
リ
ブ
海
の
25
カ
国
の
メ
ン
バ
ー

国
と
12
カ
国
の
準
メ
ン
バ
ー
国
・ 

地
域
で
構
成
さ
れ
る
国
際
機

関
で
、日
本
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
の
ジ
ュ
ー
ン
・
ス
ー
マ
ー
博
士
も
、
上
智
大
学
と
の

連
携
に
賛
同
し
ま
し
た
。

◆ 

バ
ル
バ
ド
ス
訪
問

　

バ
ル
バ
ド
ス
で
は
、
品
田
光
彦 

在
バ
ル
バ
ド
ス
日
本
国
大

使
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
く
ど
な
る
ど
教
授

がCentre for Resource M
anagem

ent and Environm
ent 

Studies

（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
の
所
長
を
訪
問
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ

の
説
明
を
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
所
長
も
協
力
に
賛
同
し
ま
し

た
。翌
週
に
Ｕ
Ｗ
Ｉ
ケ
イ
ブ
ヒ
ル
校
バ
イ
オ
レ
ッ
ト・バ
リ
ト
ー

学
長
と
の
面
会
で
報
告
す
る
予
定
で
し
た
が
、
当
時
発
生
し
て

い
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
影
響
で
面
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
各
校
、
各
機
関
で
具
体
的
な
連
携
事
業
に

つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
大

学
を
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
す
る
た
め
に
は
、
海
外
の
大
学

と
も
提
携
し
、
教
員
や
学
生
も
国
際
化
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
般
の
Ｕ
Ｗ
Ｉ
等
と
の
連
携
は
そ

の
土
台
作
り
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　
（
文
責
：
荒
木
）

※ 1　2018 年 10 月設立。あん・まくどなるど教授をリーダーとし、上智大学を
拠点とした研究や教育活動によって島国の発展や問題解決に取り組む組織。

※ 2　語学指導等を行う外国青年招致事業（The Japan Exchange and Teaching Programme）の略で、外国青年を招致して
地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流の推進を図る事業。（JET プログラム公式サイトより引用）

ACS にてコープランド学長（奥中央）との面会 バーナル副学長（右列奥から 2 番目）との面会

使
を
表
敬
訪
問
し
た

後
に
、
Ｕ
Ｗ
Ｉ
モ
ナ

校
に
て
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
バ
ー
ナ
ル
副
学

長（
地
域
本
部
担
当
）

に
面
会
し
ま
し
た
。

曄
道
学
長
か
ら
は
、

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
が
設
立
さ

カリブ事業
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J U L

07

カ
リ
ブ
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

カ
リ
コ
ム
海
上
保
安
関
係
者
招
待
計
画

　

２
０
１
９
年
７
月
７
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
及
び
バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
計
３
名
の
海
上
保
安
関

係
者
を
招
待
し
、
国
交
省
の
協
力
を
得
て
海
上
保
安
能
力
強

化
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
カ
リ
コ
ム
諸
国
※
で

は
近
年
、治
安
の
悪
化
が
顕
著
で
あ
り
、特
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
で
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
不
法
移
民
が
急
増
し
て
お

り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況

に
鑑
み
、
本
招
待
計
画
で
は
、
日
本
で
の
海
上
保
安
の
研
修

と
現
場
の
視
察
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
招
待

し
ま
し
た
。
今
回
の
招
待
者
は
、
バ
ル
バ
ド
ス
の
マ
イ
ケ
ル
・

リ
ロ
イ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（M

ichael Leroy Jones

）
中
佐

（IM
PACS

（
カ
リ
コ
ム
治
安
部
門
）
事
務
局
長
代
理
）、
ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
ア
ゼ
ー
ム
・
ア
リ
（Azeem

 Ali

）

港
湾
保
安
監
督
官
お
よ
び
ト
リ
ニ
オ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ト

レ
イ
シ
ー
（Torinio K

ristien Tracey

）
沿
岸
警
備
隊
少

佐
で
す
。

◆ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
佐
藤
理
事
長
主
催
夕
食
会

　

来
日
後
、
荒
木
恵
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
理
事
・
事
務
局
長
に
よ
る
日

程
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
カ
リ
ブ
諸
国
へ
の

取
り
組
み
や
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
夜
に
は
、
佐
藤
理
事
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
を
東

京
倶
楽
部
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
招
待
者
を
ア
リ
コ
ッ
ク
駐

ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
や
岡
田
光
彦 

前
駐
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

7/7（日） 来日

7/8（月）

APIC ブリーフィング

都内観光

中曽根平和研究所ブリーフィング

APIC 主催歓迎夕食会

7/9（火） 国土交通省 訪問

7/10（水） 国土交通省施設 視察

7/11（木）
海上保安庁 訪問

京都へ移動

7/12（金） 京都観光

7/13（土） 離日

滞在中の主なスケジュール

浅草にて APIC 主催夕食会にて横浜のコンテナターミナルにて

上：国土交通省 山本大志氏表敬訪問の様子
下：国土交通省での講義の様子

国会議事堂前にて。左から：アリ港湾保安監督官、トレイシー沿岸警備隊少佐、ジョーンズ中佐

ゴ
日
本
国
大
使
、
外
務
省
関
係
者
、
国
交
省
、
中
曽
根
平
和

研
究
所
の
方
々
と
と
も
に
歓
迎
し
ま
し
た
。

◆ 

東
京
観
光

　

都
内
で
は
、
浅
草
と
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。
仲
見
世
で
は
、
着
物
や
扇
子
な
ど
を
購
入
し
、
昼
食
に

は
天
ぷ
ら
を
食
べ
る
な
ど
し
て
日
本
文
化
に
も
触
れ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

◆ 

中
曽
根
平
和
研
究
所
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

　

同
研
究
所
の
海
洋
安
全
保
障
研
究
委
員
会
が
「
海
上
に
お

け
る
危
機
管
理
」
と
い
う
東
ア
ジ
ア
の
海
洋
安
全
保
障
に
つ

い
て
提
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
提
言
の
内
容
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
と
海
上

保
安
庁
と
の
関
係
や
カ
リ
コ
ム
諸
国
海
軍
、
海
上
法
執
行
機

関
の
若
手
士
官
に
対
す
る
能
力
構
築
支
援
等
の
交
流
な
ど
に

つ
い
て
、
質
疑
応
答
と
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※カリコム（CARICOM）とは、CARIbbean COMmunity（カリブ共同体）の略。中央アメリカ州・西インド諸島
のカリブ諸国及び領土のモントセラト、南アメリカのガイアナ、スリナム及び中央アメリカのベリーズなどを
含めた 14 ヶ国と 1 地域で結成されたカリブ海地域の経済統合、外交政策の調整などを目的とする機関。

八
坂
の
塔
の
美
し
い
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め

て
い
ま
し
た
。
祇
園
祭
を
間
近
に
控
え
て
お

り
、
山
車
の
一
部
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
歴
史
文
化
に
も
触
れ
る
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
日
に
関
し
３
名
は
「
大
変
よ
く

練
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
分
た
ち
の
希

望
が
期
待
以
上
に
叶
え
ら
れ
た
。
招
待
し
て

く
だ
さ
っ
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
、
国
交
省
及
び
海
上

保
安
庁
の
関
係
者
に
は
深
く
感
謝
す
る
。」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
文
責
：
斉
藤
）

◆ 

国
土
交
通
省
・
海
上
保
安
庁
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

国
土
交
通
省
で
は
山
本
大
志
港
湾
局
産
業
港
湾
課
国
際
企

画
室
長
を
訪
問
し
、
担
当
官
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
日

本
の
港
湾
制
度
・
政
策
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
横

浜
に
移
動
し
ま
し
た
。
横
浜
で
は
晴
天
の
下
、
大
桟
橋
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
港
湾
施
設
の
視
察
を
行
い
、
専
門
官
に
よ
る

詳
細
な
案
内
の
後
、
活
発
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
横
浜
税

関
で
は
、
水
際
に
お
け
る
税
関
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
海
上
保
安
庁
で
港
湾
の
取
締
り
や
安
全
に
つ
い

て
の
研
修
を
受
け
、
実
際
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子
も
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た

様
子
で
し
た
。

◆ 

京
都
観
光

　

日
程
の
最
後
に
は
京
都
を
訪
問
し
、
金
閣
寺
、
二
条
城
な

ど
を
訪
れ
、
日
本
の
歴
史
的
な
建
築
を
見
学
し
ま
し
た
。
嵯

峨
野
で
は
竹
林
散
策
を
楽
し
み
、
清
水
寺
に
通
じ
る
坂
で
は
、

カリブ事業
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S E P
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カ
リ
ブ
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

バ
ル
バ
ド
ス
創
造
的
経
済
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
招
待
計
画

　

２
０
１
９
年
９
月
29
日
か
ら
10
月
５
日
に
か
け
て
、
バ
ル

バ
ド
ス
の
ジ
ョ
ン
・
キ
ン
グ
創
造
的
経
済
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
大
臣
（The H

onorable John Andrew
 K

ing, M
.P.

）

と
シ
ェ
ロ
ン
・
ド
レ
イ
ト
ン
同
省
副
次
官
（M

s. Sharon 

Suzanne D
rayton

）
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
、
大
臣
が
所
管
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

及
び
産
業
育
成
に
関
す
る
意
見
交
換
を
中
心
に
行
っ
た
ほ
か
、

バ
ル
バ
ド
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

い
る
山
形
県
南
陽
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
◆ 
都
内
日
程
①

　

両
氏
は
初
日
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
事
務
所
を
訪
問
し
、
佐
藤
昭
治

常
務
理
事
、
荒
木
恵
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
カ
リ
ブ
諸
国
へ
の
取
り
組
み
と
今

回
の
行
程
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、ス
ポ
ー

ツ
庁
を
訪
問
し
瀧
本
寛
次
長
と
会
談
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、

資
金
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ

政
策
、
学
校
で
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
体
系
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
橋
本
聖
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
と
の
会
談
で
は
南
陽
市
が
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
日
本
と
し
て
は
暑
さ
対
策
、

言
語
、
輸
送
な
ど
、
万
全
の
態
勢
で
臨
む
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
キ
ン
グ
大
臣
か
ら
は
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
な
ど
、
活
発
な
意
見

左から：APIC 荒木理事・事務局長、キング創造的経済・文化・スポーツ大臣、
橋本東京オリンピック・パラリンピック担当大臣、ドレイトン副次官

上：瀧本スポーツ庁次長（左端）との面会
下：デジタルハリウッド大学高橋教授（右から 2 番目）との面会

上：南陽市白岩市長 訪問
下：南陽市の文化会館にて

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
尾
身
朝
子
外
務
大
臣
政

務
官
を
訪
問
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
青
少
年
の
交
流
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
文
化
庁
を
訪
れ
、
宮
田
亮
平
文
化
庁
長
官

と
会
談
し
ま
し
た
。
長
官
は
金
属
工
芸
家
で
、
キ
ン
グ
大
臣

は
歌
手
と
い
う
共
に
芸
術
家
で
あ
り
、
共
通
の
話
題
も
多
く
、

若
手
芸
術
家
や
学
生
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

◆ 

南
陽
市
訪
問

　

今
回
の
行
程
で
は
、
三
日
目
に
バ
ル
バ
ド
ス
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
南
陽
市
を
訪
問
し
ま
し

◆ 

都
内
日
程
②

　

四
日
目
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
の
高
橋
光
輝

教
授
（
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

学
部
長
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。
高
橋
教
授
に
は
、
一
昨
年
ア
ニ
メ
の
専
門

家
派
遣
と
し
て
、
バ
ル
バ
ド
ス
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
同
教
授
か
ら
ア
ニ
メ
産
業
に
関
し
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
、
産
業
育
成
な
ど
長
時
間
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換

を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
キ
ン
グ
大
臣
か
ら
高

橋
教
授
に
ぜ
ひ
バ
ル
バ
ド
ス
に
来
て
、
若
者
を
指
導
し
て
ほ

し
い
と
の
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
を
訪
れ
、
日
本
で
の
中
小
企
業
育
成
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
大
臣
か

ら
芸
術
文
化
方
面
に
も
支
援
し
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
、

か
ら
も
多
数
の
出
席
が
あ
り
、
日
・
バ
ル
バ
ド
ス
関
係
に
お

い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

京
都
観
光

　

最
終
日
に
京
都
を
観
光
し
、
嵯
峨
野
、
嵐
山
、
金
閣
寺
、

龍
安
寺
、
錦
市
場
、
二
条
城
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
金
閣
寺

で
は
バ
ル
バ
ド
ス
の
と
は
異
な
る
日
本
の
竹
を
興
味
深
く
観

察
し
、
散
策
を
楽
し
み
、
竹
細
工
店
で
茶
筅
と
竹
製
の
お
箸

を
お
土
産
に
購
入
し
ま
し
た
。ま
た
、老
舗
の
一
保
堂
を
訪
れ
、

抹
茶
を
購
入
し
ま
し
た
。
大
臣
と
副
次
官
は
京
都
の
街
並
み

を
見
て
、
伝
統
的
建
造
物
保
存
へ
の
京
都
市
の
関
り
に
つ
い

て
も
関
心
を
示
す
な
ど
京
都
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
文
責
：
斉
藤
）

た
。
市
役
所
で
は
多
く
の
職
員
が
玄
関
で
出
迎
え
て
、
大
臣

の
訪
問
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
午
前
中
に
バ
ル
バ
ド
ス
の
選
手

が
使
用
す
る
体
育
館
の
施
設
を
見
学
し
、
午
後
に
白
岩
孝
夫

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
市
長
は
２
０
１
９
年
８
月
は
じ

め
に
バ
ル
バ
ド
ス
を
訪
問
し
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も

交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
触
れ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
来
年
に
は
南
陽
市
か
ら
少
年
た
ち
を
連
れ
て
再
訪
し
た

い
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隣
接
の
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
南
陽
市
小
学
校
合
同
音
楽
会
に
出
席
し
、

主
賓
挨
拶
の
際
に
壇
上
で
市
長
か
ら
同
市
を
訪
れ
た
初
め
て

の
外
国
の
大
臣
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
大
臣
が
お
も
て
な
し

に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、
バ
ル
バ
ド
ス
に
昔
か
ら
あ
る
民
謡

の”Beautiful Barbados”

を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
会
場
は
拍

手
喝
采
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

同
機
構
は
製
造
業
が
メ
イ
ン
だ
が
、

例
え
ば
食
文
化
は
広
く
食
品
業
界

に
関
連
し
て
い
る
等
、
業
界
の
区

分
を
狭
義
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る

な
ど
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

◆ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
歓
迎
夕
食
会

　

10
月
３
日
の
夕
方
に
は
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
理
事
長
主
催
の
歓

迎
夕
食
会
を
東
京
倶
楽
部
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
ア
リ
コ
ッ
ク
駐
日

ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
、
品
田
光
彦 

駐

バ
ル
バ
ド
ス
日
本
国
大
使
、
吉
田

朋
之 

外
務
省
中
南
米
局
長
な
ど
の

ほ
か
、
今
回
の
日
程
の
各
訪
問
先

9/29（日） 来日

9/30（月）

APIC ブリーフィング

スポーツ庁 訪問

橋本聖子オリパラ担当大臣と面会

尾身朝子外務大臣政務官と面会

10/1（火）

宮田亮平文化庁長官と面会

日本オリンピックミュージアム 視察

東京国立近代美術館 視察

10/2（水） 山形県南陽市 視察

10/3（木）

デジタルハリウッド大学 訪問

高橋光輝教授と面会

中小企業基盤整備機構 訪問

APIC 主催歓迎夕食会

10/4（金） 京都観光

10/5（土）
京都観光

離日

滞在中の主なスケジュール

カリブ事業
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カ
リ
ブ
諸
国
リ
ー
ダ
ー
招
待
計
画

ジ
ャ
マ
イ
カ
外
務
・
貿
易
省
二
国
間
関
係
局
次
長
招
待
計
画

N O V

11

　

２
０
１
９
年
11
月
17
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
カ
ー
ト
・
デ
イ
ビ
ス
（K

urt O
liver D

avis

）
外
務
・

貿
易
省
二
国
間
関
係
局
次
長
を
招
待
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪

日
に
お
い
て
は
、
主
に
震
災
復
興
の
取
り
組
み
や
、
防
災
対

策
な
ど
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
福
島
訪
問
を

中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

　
◆ 

都
内
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
＆
視
察
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
外
務
省
・

復
興
庁
・
そ
な
エ
リ
ア
東
京
）

　

初
日
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
新
事
務
所
を
訪
問
し
、
佐
藤
昭
治
常
務

理
事
、
荒
木
恵
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
カ
リ
ブ

諸
国
へ
の
取
り
組
み
と
今
回
の
行
程
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
受
け
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
外
務
省
を
訪
問
し
、
各
部
局
か
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
は
日
本
の
対
カ

リ
ブ
政
策
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、
カ
リ
ブ
地
域
へ
の

国
際
協
力
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

デ
イ
ビ
ス
次
長
は
意
見
交
換
を
す
る
中
で
「
日
本
の
人
々
に

よ
る
生
活
に
直
結
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
謝
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
※

が
特
に
機
能
し
て
お
り
、
現
地
で
も
高
く
評
価

さ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
政
治
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

草
の
根
レ
ベ
ル
で
広
が
っ
て
お
り
、
目
的
別
の
小
さ
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

復
興
庁
で
は
、
組
織
（
時
限
立
法
で
で
き
て
い
る
組
織
で

あ
る
こ
と
）、
被
災
状
況
（
過
去
の
災
害
と
比
較
し
て
も
津
波

で
の
死
亡
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
）、
復
興
の
進
捗
状
況
（
原

発
関
連
を
除
い
て
復
興
は
進
ん
で
い
る
こ
と
、
放
射
能
レ
ベ

ル
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
）
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

五
輪
関
係
で
は
、
福
島
や
宮
城
が
開
催
地
と
な
っ
て
い
る
競

技
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
イ
ビ
ス

次
長
は
住
居
を
失
っ
た
方
々
の
支
援
、
住
民
の
移
動
規
制
な

ど
に
関
す
る
質
問
や
ハ
イ
チ
大
地
震
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
過
去

の
大
地
震
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
言
及
な
ど
活
発
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
体
験
学
習
施
設
「
そ
な
エ
リ
ア
東
京
」
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
片
手
に
、
地
震
に
遭
遇
し
た
状
況
の
疑

似
体
験
を
し
ま
し
た
。

11/17（日） 来日

11/18（月）

APIC ブリーフィング

浅草観光

そなエリア東京 訪問

歌舞伎鑑賞

11/19（火）

外務省ブリーフィング

江戸東京博物館 視察

上智大学大学院生との意見交換会

11/20（水）

JICA 訪問

外務省ブリーフィング

駐日ジャマイカ大使館 訪問

11/21（木）

福島県へ移動

農産物直売所「愛情館」、福島県農業

総合センター、ABE 果樹園 視察

福島県庁、危機管理センター 訪問

11/22（金） 日光観光

11/23（土・祝） 離日

滞在中の主なスケジュール

福島県農業総合センターにて。デイビス次長（右から 3 番目）

上：上智大学大学院生との意見交換会
下：ABE 果樹園でりんごを収穫

復興庁にて

試
食
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
次
に
、
農
業
に
関
す
る
技

術
研
究
や
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
（
郡
山
市
）
を
訪
問
し
、
放
射
線
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

チ
ェ
ッ
ク
の
様
子
な
ど
を
実
際
に
見
な
が
ら
、
県
庁
の
農
林

水
産
部
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
デ
イ
ビ
ス
次
長
は

人
材
採
用
や
組
織
の
継
続
性
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
質
問

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
り
ん
ご
を
栽
培
し
て
い
る
Ａ
Ｂ
Ｅ

果
樹
園
（
福
島
市
）
を
訪
問
し
、収
穫
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

実
際
に
自
分
で
り
ん
ご
収
穫
し
て
食
べ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

「
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
も
思
っ
た
が
、
日
本
で
は

農
業
に
関
係
し
て
こ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
行
わ
れ
て

い
る
と
知
り
、
と
て
も
感
動
し
た
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
福
島
県
庁
を
訪
れ
、
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
災
害
が
起
き
た
際
に
使
用
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
つ
き

の
会
議
室
や
仮
眠
室
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
を
受
け
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
日
光
東
照
宮
を
訪
問
し
、
日
本
の
歴
史
文

化
だ
け
で
な
く
、五
重
塔
の
建
築
技
法
が
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
学
び
な
が
ら
日
本
の
技

術
水
準
の
高
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

◆ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
歓
迎
夕
食
会

　

11
月
22
日
の
夕
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
理
事
長
主
催

の
歓
迎
夕
食
会
を
東
京
倶
楽
部
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ア
リ

コ
ッ
ク
駐
日
ジ
ャ
マ
イ
カ
大
使
、
高
瀬
康
夫 

元
駐
ジ
ャ
マ
イ

カ
日
本
国
大
使
、
外
務
省
、
復
興
庁
関
係
者
の
ほ
か
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
が
過
去
に
実
施
し
た
招
待
計
画
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

現
在
、
日
本
の
大
学
院
で
学
ん
で
い
る
留
学
生
な
ど
も
出
席

し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
斉
藤
）

◆ 

上
智
大
学
訪
問

　

上
智
大
学
で
は
、
大
学
院
で
学
ぶ
現
役
の
学

生
（
地
球
環
境
学
研
究
科
あ
ん
・
ま
く
ど
な
る

ど
研
究
室
在
籍
）
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
ま
く
ど
な
る
ど
教
授
及
び
10
名
の
学
生
と
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
や
島
嶼
国
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

踏
ま
え
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
け
る
経
済
開
発
と

自
然
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
島
嶼
国
が
国
と
し

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
動
く
と
き
、
政
治

面
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
の
か
な
ど
、

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
上
智
大
学
構
内
に
て
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
６
号
館
１
階
で
は
、

ロ
ー
マ
教
皇
来
日
記
念
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
展
示
さ
れ
て
い
た
写
真
に
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

都
内
観
光
（
浅
草
・
歌
舞
伎
）

　

都
内
で
は
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
観
光

も
行
い
ま
し
た
。
浅
草
観
光
、
歌
舞
伎
鑑
賞
な

ど
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
触
れ
、
初
め
て
の
訪

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◆ 

福
島
訪
問
（
郡
山
市
・
福
島
市
）・
日
光
観
光

　

福
島
で
は
、
最
初
に
郡
山
市
の
農
産
物
直
売

所
「
愛
情
館
」
を
訪
れ
、
実
際
に
現
地
で
採
れ

た
食
材
が
売
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
視
察
し
ま

し
た
。
日
本
な
ら
で
は
の
野
菜
や
果
物
な
ど
を

※青年海外協力隊（Japan Overseas Cooperation Volunteers）の略。ODA（政府開発援助）の一環として、
JICA が実施するボランティア派遣制度。

カリブ事業
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ら
満
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
任
期
、
続
け

て
の
再
任
不
可
と
規
定
さ
れ
て
い
る
中
、
５
分

の
１
の
期
間
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
間
、
モ
イ
ー
ズ
大
統
領
は
、
就
任
直
後
か
ら

首
相
を
指
名
・
任
命
し
、
新
内
閣
が
立
ち
上
が

り
、
大
統
領
自
ら
が
優
先
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
る
農
業
分
野
の
大
規
模
化
と
近
代
化
に

向
け
た
「
変
革
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
（Caravan de 

Changem
ent

）」
と
い
っ
た
施
策
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。
１
年
た
っ
た
今
、
若
干
の
内
閣
改
造

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
数
行
で
表
す
と
、
同
プ
ロ
セ
ス

は
当
た
り
前
で
、
い
と
も
簡
単
そ
う
に
見
え
な

く
も
な
い
で
す
が
、
モ
イ
ー
ズ
政
権
は
ハ
イ
チ

で
は
通
常
に
お
い
て
か
な
り
大
変
な
プ
ロ
セ
ス

を
比
較
的
早
め
に
大
過
な
く
通
過
し
た
と
評
価

さ
れ
ま
す
。

　

過
去
か
ら
脈
々
と
続
く
ハ
イ
チ
に
お
け
る
政

治
的
・
行
政
的
な
優
先
課
題
は
、
見
れ
ば
見
る

ほ
ど
「
政
治
的
安
定
」
と
「
治
安
の
確
保
」
に

尽
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
発
展
の
前
提
と
し
て

は
「
社
会
的
・
経
済
的
な
安
定
」
も
重
要
で
あ

り
、
こ
ち
ら
も
政
治
的
安
定
や
治
安
に
直
結
し

て
い
ま
す
が
、
政
治
的
な
安
定
が
な
け
れ
ば
こ

れ
ら
の
改
善
や
発
展
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
や
や
ニ
ワ
ト
リ
と
卵
的
な
関
係
に
も
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ハ
イ
チ
の
安
定
と
発
展
上

APIC ウェブサイトでは、八田善明 在ハイチ日本国大使（当時）寄稿の連続コラム「ハイチ便り」を配信しております。日本で知られることの少ないハイチ
共和国の政治、社会、文化などについての情報を発信し、日・ハイチ関係の増進を目指します。本ページでは、第 4 回「ハイチ便り」の内容を掲載していま
す（2018 年時点での執筆記事）。その他の「ハイチ便り」については、APIC ウェブサイト（http://www.apic.or.jp/projects/haiti000.html）をご覧ください。

い
う
よ
り
は
個
々
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々

な
条
件
を
出
し
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
け
れ
ば

首
相
へ
の
承
認
票
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
慣
習

に
な
っ
て
お
り
、
幾
重
に
も
な
る
条
件
闘
争
へ

の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
首
相
を
任
命
し
て
か

ら
議
会
で
の
承
認
投
票
ま
で
の
間
に
待
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
前
マ
ル
テ
リ
ー
大
統
領
に

よ
る
首
相
指
名
の
際
に
も
、
プ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
暫

定
大
統
領
時
代
に
も
首
相
指
名
は
１
回
で
は
議

会
承
認
が
通
ら
ず
、
別
の
候
補
を
指
名
し
な
お

す
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
ま
す
。
そ
れ

故
、
従
来
の
例
で
は
、
２
月
７
日
の
大
統
領
就

任
か
ら
内
閣
組
閣
ま
で
の
期
間
は
数
か
月
も
か

か
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
今
般
の
モ
イ
ー
ズ
政
権
に
お
け

る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ー
・
ラ
フ
ォ
ン
タ
ン
首
相
の

承
認
が
一
人
目
か
つ
比
較
的
短
期
間
に
得
ら

れ
、
発
足
し
た
（
大
統
領
就
任
か
ら
47
日
）
こ

と
は
、
あ
る
意
味
画
期
的
で
し
た
。
こ
れ
は
、

２
０
１
２
年
の
憲
法
改
正
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
か
つ
政
権
与
党
で
あ
るPH

TK

と
同
盟

関
係
に
あ
る
政
党
が
議
会
に
お
い
て
一
定
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
引
き
続
き
同
傾
向
が
維

持
さ
れ
れ
ば
、
一
層
の
政
治
的
安
定
に
資
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
政
治
的

な
駆
け
引
き
を
要
す
る
の
が
ハ
イ
チ
に
お
け
る

政
治
の
現
状
で
す
。
そ
の
中
に
は
腐
敗
の
温
床

ハイチ便り

２
０
１
８
年
２
月
７
日
で
現
ジ
ョ
ヴ

ネ
ル
・
モ
イ
ー
ズ
大
統
領
就
任
か

ハイチ

寄稿：在ハイチ日本国大使（当時）　八田　善明

ハイチの最近の政治情勢
～ハイチの政治：新政権発足 1 年を経て、現政権下の現状と政治的課題について～

第 4 回「ハイチ便り」

や
腐
敗
そ
の
も
の
に
直
結
し
か
ね
な
い
要
素
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
政
権
で
も
言
わ

れ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
現
モ
イ
ー
ズ
政
権
下

に
お
い
て
も
厳
格
に
腐
敗
撲
滅
を
進
め
る
と
し

て
き
て
い
ま
す
。

■ 

法
体
系

　

ハ
イ
チ
の
法
体
系
は
、
ハ
イ
チ
の
フ
ラ
ン
ス

植
民
地
か
ら
の
独
立
等
の
歴
史
的
経
緯
も
あ

り
、
今
か
ら
２
０
０
年
以
上
も
前
の
独
立
前
後

の
動
き
等
、
そ
れ
ら
の
様
々
な
影
響
に
つ
い
て

遡
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。逆
に
言
え
ば
、

植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
独
立
ま
で
は

独
自
の
法
の
整
備
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
、
か
つ
世
界
的
に
み
て
も
近
代
法
の
黎

明
期
に
法
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
色
々
な
意
味
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
時
代
と

し
て
、「
人
権
」
や
「
平
等
」
の
意
味
（
や
対
象
）

が
必
ず
し
も
現
代
の
そ
れ
と
は
同
じ
で
な
い
中

に
お
い
て
建
国
と
法
整
備
を
行
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
後
の
法
体
系
と
実
施
体
制
に
お
い
て

多
く
の
課
題
を
内
包
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

憲
法
は
、
独
立
前
の
１
８
０
１
年
の
ル
ー

ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
ル
憲
法
が
一
つ
の
新
し
い
基

準
、
す
な
わ
ち
奴
隷
や
有
色
人
種
の
自
由
と
権

利
の
確
保
を
目
指
し
た
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
「
ハ
イ
チ
革
命
」
の
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
独
立
後
も
、
そ
の
と
き
の
為
政

者
に
よ
り
修
正
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
社
会
の

発
展
と
共
に
必
要
な
も
の
を
合
わ
せ
た
と
し
て

も
23
回
を
数
え
ま
す
が
、
中
で
も
１
９
８
７
年

憲
法
が
そ
れ
ま
で
の
デ
ュ
バ
リ
エ
父
子
独
裁
政

権
時
代
の
頸
木
へ
の
決
別
の
象
徴
と
な
る
国
民

投
票
に
よ
る
共
和
憲
法
と
し
て
重
要
な
位
置
づ

け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
の
修
正
は
、
直

近
の
２
０
１
２
年
に
マ
ル
テ
リ
ー
大
統
領
の
下

で
実
施
さ
れ
た
（
１
９
８
７
年
憲
法
で
は
大
統

領
の
指
名
し
た
首
相
候
補
は
議
会
の
承
認
を
要

す
る
と
し
て
い
た
部
分
の
廃
止
等
（
１
３
７

条
））
の
を
最
後
に
、
今
も
新
し
い
憲
法
に
向

け
て
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
等
、
次
な

る
変
化
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

　

民
法
に
つ
い
て
も
、
時
代
を
反
映
し
て

１
８
０
４
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
多
大
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
ハ

イ
チ
独
自
の
も
の
へ
と
修
正
を
し
な
が
ら
導
入

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

法
体
系
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
近
代
国
家

の
基
本
で
あ
る
「
法
の
支
配
」、
司
法
体
制
の

確
立
そ
し
て
治
安
や
警
察
体
制
な
ど
多
く
の
要

素
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
長
い
歴
史

の
中
で
政
治
的
不
安
定
等
に
起
因
し
て
体
制
の

確
立
が
未
だ
不
足
し
て
い
る
面
、
ル
ー
ル
の
遵

守
よ
り
も
自
己
防
衛
が
先
に
立
つ
環
境
で
身
に

つ
い
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
等
克
服
す
べ
き
課
題
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
ハ
イ
チ
で
は
、
長
引
く
議
会
の

機
能
不
全
等
も
あ
り
、
国
内
法
の
整
備
・
近
代

化
、
そ
し
て
国
際
社
会
に
お
い
て
採
択
・
署
名

さ
れ
た
各
種
協
定
に
つ
い
て
の
批
准
作
業
（
議

会
承
認
）
等
が
大
き
く
滞
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
新
政
権
下
に
お
い
て
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ

く
順
次
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

選
挙

　

ハ
イ
チ
で
は
、
通
常
の
場
合
に
お
い
て
「
選

挙
」
は
鬼
門
で
す
。
選
挙
に
お
け
る
対
抗
陣
営

同
士
の
競
争
が
、
人
々
の
対
立
を
作
り
、
煽
り
、

衝
突
し
、
破
壊
と
社
会
的
分
断
を
も
た
ら
す
こ

と
が
多
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
よ

り
本
能
的
・
本
質
的
に
政
治
的
な
人
々
だ
か
ら

げ
る
「
選
挙
」
の
問
題
で
あ
り
、
大
統
領
と
い

う
意
味
に
お
い
て
行
政
府
、
上
下
議
員
と
い
う

意
味
で
立
法
府
が
い
ず
れ
も
多
大
な
影
響
を
受

け
ま
す
。
も
う
一
つ
は
首
相
の
任
命
に
あ
た
っ

て
の
議
会
承
認
（
信
任
）
の
あ
り
方
で
し
ょ
う
。

ま
た
司
法
関
係
者
の
任
命
に
つ
い
て
も
や
は
り

滞
る
こ
と
が
あ
り
、
三
権
が
全
て
全
面
的
に
機

能
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

前
段
で
触
れ
た
首
相
の
任
命
に
つ
い
て
は
、

形
式
的
に
議
会
の
承
認
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
手
続
き
的
に
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
ハ
イ

チ
で
は
か
な
り
重
く
、
や
や
こ
し
い
プ
ロ
セ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
府
と
し
て
大
統
領

が
同
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
と

の
両
輪
と
言
え
ま
す
。

　

以
前
の
コ
ラ
ム
で
は
主
に
社
会
面
等
を
御
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
国
の
経
営
の
骨

格
と
言
え
る
政
治
面
に
焦
点
を
当
て
、
以
下
に

ハ
イ
チ
が
抱
え
る
政
治
体
制
・
特
徴
や
政
治
的

な
課
題
の
概
略
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■ 

政
治
体
制

　

国
の
名
前
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
現
憲

法
下
に
お
い
て
ハ
イ
チ
は
、
大
統
領
を
国
家
元

首
と
す
る
立
憲
共
和
制
を
採
用
し
、
大
統
領
は

５
年
の
任
期
で
、
連
続
し
て
の
再
任
は
不
可
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
首
相
は
、
大
統
領
の
指
名
に

基
づ
き
ま
す
が
、
議
会
を
前
に
、
同
施
政
方
針

演
説
に
つ
き
上
下
院
に
よ
る
承
認
を
経
て
き
て

い
ま
す
（
施
政
方
針
だ
け
で
な
く
内
閣
の
メ
ン

バ
ー
の
承
認
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
）。
ま

た
、
２
院
制
の
国
民
議
会
に
お
い
て
、
上
院
は

30
人
の
上
院
議
員
か
ら
な
り
、
６
年
任
期
で
３

分
の
１
ず
つ
２
年
毎
に
改
選
さ
れ
、
下
院
は
４

年
の
任
期
で
１
１
９
人
の
下
院
議
員
か
ら
な
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
破
棄
院
を
頂
点
と
す
る
司

法
が
あ
り
、
三
権
分
立
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
ハ
イ
チ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
と

機
能
の
維
持
の
面
に
お
い
て
色
々
と
課
題
が
多

く
、
安
定
的
運
営
の
観
点
か
ら
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

代
表
的
な
課
題
は
、
一
つ
は
後
段
で
取
り
上
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ハイチ便り

か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
生
活
か
ら
野
心
ま
で

色
々
な
思
惑
が
か
か
っ
て
い
る
位
政
治
と
い
う

シ
ス
テ
ム
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
支
持
者
は
、
そ
の
後
の
利
益
を
見
据

え
て
必
死
で
応
援
す
る
た
め
、
絶
対
に
負
け
ら

れ
な
い
、
負
け
た
ら
終
わ
り
と
い
っ
た
様
相
の

陣
営
が
本
気
で
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
そ
う
と
す

る
た
め
、
ど
こ
ま
で
が
不
正
な
の
か
も
解
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
。
当
然
、
選
挙
の
開

票
結
果
を
そ
の
ま
ま
一
回
で
納
得
す
る
こ
と
も

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
劣
勢
に
な
っ
た
方
は
、
必

ず
優
勢
の
方
が
不
正
を
し
た
と
唱
え
、
や
り
直

し
を
主
張
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
選
挙
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
不

正
・
や
り
直
し
の
主
張
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
大
統
領
選
挙
第
一
回
投

票
で
は
欧
州
連
合
（EU

）
と
米
州
機
構
（O

AS

）

お
よ
び
そ
の
他
の
選
挙
監
視
も
あ
り
、
調
査
の

上
で
不
正
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
敗
北
が
濃
厚
と
な
っ
た
野
党
が
連
合
を
組

み
、
選
挙
の
無
効
を
唱
え
、
大
規
模
な
デ
モ
に

も
発
展
し
、
そ
の
後
の
治
安
と
の
関
係
に
配
慮

し
た
と
し
て
や
り
直
し
ま
で
持
ち
込
ん
だ
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の
再
選
挙
で

も
同
様
に
不
満
は
唱
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
得
票

一
位
と
な
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ネ
ル
・
モ
イ
ー
ズ
候
補

が
勝
利
し
、
な
ん
と
か
就
任
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
上
院
議
員
の
選
挙
に
至
っ
て
は
、
何

度
も
開
催
さ
れ
ず
に
推
移
し
た
た
め
、
期
限
ど

お
り
に
３
分
の
１
ず
つ
の
改
選
が
な
さ
れ
ず
に

と
う
と
う
議
決
に
必
要
な
定
数
割
れ
に
な
り
議

会
が
機
能
停
止
す
る
等
の
事
態
に
陥
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
選
挙
の
実
施
自
体
に
も
課
題
が

あ
り
、
か
つ
実
施
し
た
と
し
て
も
そ
の
結
果
が

素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
極
め
て
政
治
体
制
上
厳
し
い
環
境
が
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
目
下
こ
れ
を
如
何
に
安
定
的
に

実
施
す
る
の
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
議
論

が
な
さ
れ
て
お
り
、
臨
時
選
挙
管
理
委
員
会

（CEP

）
か
ら
常
設
選
挙
管
理
委
員
会
へ
と
移

行
す
る
べ
く
検
討
が
進
め
ら
れ
、
選
挙
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
選
挙
と
い
っ
た
膨
大
な
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
運
営
の
困
難
な
問
題
も
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
費
用
の
問
題
も
そ
の
上
に
の
し
か
か

り
ま
す
。
先
ず
、
全
国
規
模
で
選
挙
、
投
票
を

実
施
す
る
た
め
の
準
備
、
関
係
者
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
人
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
実
際
の

投
票
・
集
計
用
紙
の
配
布
・
回
収
作
業
等
を
始

め
、
業
務
量
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
山
岳
部
や

沿
岸
部
等
、
投
票
所
へ
の
道
が
な
か
っ
た
り
、

ま
た
平
坦
と
は
限
ら
な
い
ハ
イ
チ
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
同
時
に
投
票
用
紙
を
配
布
し
、
選
挙
実
施

妨
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
警
備
を
付
け
て
管
理

し
、
強
奪
・
焼
却
さ
れ
な
い
よ
う
に
速
や
か
に

回
収
・
集
計
す
る
こ
と
に
は
多
く
の
人
員
と
労

力
を
要
し
ま
す
。

　

前
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
国
連
開
発
計
画

（U
N

D
P

）
が
臨
時
選
挙
管
理
委
員
会
（CEP

）

を
支
援
し
、
多
く
の
技
術
的
な
支
援
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
を
行
っ
た
ほ
か
、
国
連
ハ
イ
チ
安
定

化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（M

IN
U

STAH

）
等
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
警
護
と
投
票
用
紙
等
の
配

布
・
回
収
等
の
運
搬
機
能
が
担
保
さ
れ
、
こ
の

膨
大
な
選
挙
と
い
う
一
行
事
を
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
誰
が
や
っ
て
も
不
正
の
根
拠
に
さ
れ
か
ね

な
い
趣
の
中
、
中
立
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
を

確
保
す
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
気
遣
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
名
誉
の
た
め
に
言
え
ば
、
選
挙
監
視

人
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
の
目
で
複
数
の
投
票
所

を
直
接
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
極
め
て
厳
格
に
丁

寧
に
行
わ
れ
て
お
り
、
不
正
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
に
各
政
党
か
ら
投
票
所
に
政

党
代
理
人
（
マ
ン
ダ
テ
ー
ル
）
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
開
票
作
業
に

当
た
る
者
は
、
記
入
済
み
投
票
用
紙
を
一
枚
一

枚
、
表
面
の
写
真
入
り
記
入
か
所
の
ど
こ
に

「
×
」
が
つ
い
て
い
る
か
、
そ
し
て
裏
面
に
は

投
票
所
責
任
者
・
副
責
任
者
の
署
名
が
入
っ
て

い
る
か
を
マ
ン
ダ
テ
ー
ル
に
見
せ
な
が
ら
集
計

作
業
を
行
い
、
一
つ
一
つ
カ
ウ
ン
ト
し
、
最
後

に
数
字
を
書
き
込
む
等
、
誠
意
を
持
っ
て
作
業

に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
一

部
の
投
票
所
で
不
正
が
あ
っ
た
り
、
未
熟
な
記

載
ミ
ス
等
は
起
こ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
正
し
く
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
一
方
で
事

実
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
管
理
能
力
は
高
ま
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
今
後
、
よ
り
合
理
的
な

選
挙
の
実
施
と
運
営
に
向
け
て
の
各
種
調
整
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

■ 

治
安
と
政
治
的
安
定

　

ハ
イ
チ
で
は
、
政
治
的
安
定
と
並
び
「
治
安

の
確
保
」
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
要
素
な
だ
け
で

な
く
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
面
も
あ
る
か
ら

な
お
さ
ら
で
す
。

　

と
も
す
れ
ば
選
挙
や
与
野
党
間
闘
争
に
お
け

る
示
威
行
為
（
デ
モ
）
が
興
奮
状
態
と
な
り
暴

徒
化
す
る
こ
と
が
起
こ
り
、
特
に
社
会
経
済
上

の
不
満
を
有
す
る
市
民
を
煽
っ
て
動
員
す
る
等

社
会
の
不
安
定
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
い
年
月
の
間
に
生
産
手
段
を
失
っ

た
農
民
を
始
め
、
都
市
部
に
は
複
数
の
ス
ラ
ム

街
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
組
織
の
巣
窟
と

な
り
、
警
察
す
ら
も
恐
れ
る
ギ
ャ
ン
グ
団
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
同
士
で
の
権
力
・
縄
張
り
争
い
で
の
銃

撃
戦
に
は
じ
ま
り
、
ス
ラ
ム
か
ら
周
辺
地
域

に
進
出
し
て
の
強
盗
そ
の
他
の
犯
罪
活
動
を
行

い
、
さ
ら
に
は
邪
魔
者
を
消
す
よ
う
な
暗
殺
行

為
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
的
に
無
縁
で
も
な
い
こ
の
治
安
の

問
題
は
、
そ
の
前
に
も
例
が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
０
４
年
に
も
国
連PKO

の
派
遣
を
要
す

る
状
況
と
な
り
、
以
降
２
０
１
７
年
ま
で
の
13

年
間
に
渡
り
国
連
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（M

IN
U

STAH

）
が
派
遣
さ
れ
、
長
い
年

月
に
わ
た
り
治
安
維
持
及
び
ハ
イ
チ
国
家
警

察
（PN

H

）
の
増
強
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
た
と
し
て
２
０
１
７
年
10
月
に
同
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
終
了
し
、
や
や
任
務
を
変
え
た
国
連
ハ
イ

チ
司
法
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（M

IN
U

JU
STH

）

へ
の
派
遣
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
な
お
、

M
IN

U
STAH

は
、
先
に
述
べ
た
選
挙
と
い
っ

た
ハ
イ
チ
に
お
け
る
混
乱
要
因
を
安
定
的
に
実

施
す
る
上
で
も
国
連
開
発
計
画
（U

N
D

P

）
ほ

か
と
密
接
に
連
携
し
て
こ
れ
ら
の
実
施
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
来
ま
し
た
。

　

M
IN

U
STAH

とM
IN

U
JU

STH

の
大
き

な
違
い
は
、
治
安
関
係
で
対
処
す
る
能
力
と
し

て
の
国
連
の
軍
部
門
の
有
無
で
し
ょ
う
。
す
な

わ
ち
、
暴
動
等
に
つ
い
て
警
察
力
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
可
能
か
否
か
の
水
準
に
関
し
、
軍
の
兵

士
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
か
ど
う
か
の
必
要
性

の
有
無
が
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
り
、
現

状
で
は
、
警
察
力
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
管
理
が
可
能

と
い
う
風
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ラ
ム
に
お
け
る
ギ
ャ
ン
グ
対
策
、
市
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
治
安
確
保
、
そ
し
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
留
置
場
や
刑
務
所
等

の
司
法
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
・
組
織
両
面
で
の
改

善
、
司
法
・
裁
判
手
続
き
の
改
善
等
、
社
会
面
、

経
済
面
で
の
底
上
げ
と
同
時
に
対
処
し
な
が
ら

全
体
と
し
て
の
治
安
面
の
改
善
に
向
け
て
努
力

が
払
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

当
面
の
政
治
的
課
題

　

こ
れ
ま
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
目
下
の
ハ
イ

チ
で
重
要
な
の
は
、
現
政
権
下
に
お
い
て
如
何

に
不
安
定
な
内
政
状
況
を
安
定
的
に
運
用
し
、

現
政
権
自
体
の
維
持
を
確
保
し
、
今
後
予
定
さ

れ
る
選
挙
を
安
定
的
に
運
用
し
、
野
党
勢
力
を

含
め
治
安
混
乱
要
因
を
管
理
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
家
財
政
の
健
全
化
は
、
国
際
機
関

を
始
め
と
す
る
ド
ナ
ー
か
ら
の
融
資
を
受
け
る

上
で
前
提
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
補
助
金
で

緩
和
し
て
い
た
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
等
）
や
電
力

等
の
価
格
に
つ
い
て
も
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
如
何
に
社
会
的
不
安
に
直
結
し
な
い
よ
う

に
上
手
く
対
処
で
き
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
の
社
会
生
活
確
保
・
基
礎
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
も
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
活
動

を
刺
激
し
、
食
料
自
給
を
確
保
し
、
輸
出
商
品

を
増
や
す
等
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
ハ
イ
チ
を
国
内
外
か
ら
住
み
や
す
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
が
し
や
す
く
、
観
光
地
と
し
て
成
功
す

る
べ
く
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
外
交
面
で
は
、
国
内
努
力
を
支
持・

支
援
し
て
も
ら
う
意
味
に
お
い
て
も
、
カ
リ
ブ

海
諸
国
と
の
関
係
や
近
隣
国
で
あ
る
米
国
・
カ

ナ
ダ
や
欧
州
、
フ
ラ
ン
ス
等
と
の
関
係
を
適
正

に
保
ち
、移
民
問
題
や
密
輸
問
題
等
に
対
処
し
、

特
に
隣
国
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
の
間
で
の
国
境

問
題
や
ハ
イ
チ
人
の
帰
属
・
帰
還
問
題
等
に
適

正
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
国
連PKO

を
始
め
、
諸
外
国
に

頼
り
す
ぎ
な
い
自
立
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、

ハ
イ
チ
国
軍
の
再
編
を
強
化
し
、
一
方
で
国
際

世
論
に
も
配
慮
し
て
、
戦
闘
的
な
要
素
で
は
な

く
輸
送
・
医
療
・
施
設
部
隊
を
中
心
に
整
備
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
時
と
し
て
容
赦
な
く
ハ
イ
チ
を

襲
う
震
災
や
、よ
り
頻
度
の
多
い
ハ
リ
ケ
ー
ン
、

そ
し
て
そ
れ
ま
で
に
至
ら
な
い
集
中
豪
雨
等
に

よ
る
浸
水
・
洪
水
・
浸
食
（
地
滑
り
）
等
へ
の

対
処
の
防
災
面
も
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
課
題
が
山
積
な
中
、
新
政
権

は
体
制
の
強
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
国
際
協

力
関
係
の
見
直
し
等
多
く
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

（
※
写
真
は
筆
者
が
撮
影
）

（
※
本
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
所
属
す
る
機
関
の
公
式
見
解
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

選挙公報パネル「みんなで投票しよう」投票箱（大統領 / 上院議員）
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太
平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招
待
計
画２０

１
９

　

２
０
１
９
年
10
月
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
公
益
財
団

法
人
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｐ

Ｃ
Ｊ
）
の
共
催
で
「
太
平
洋
・
カ
リ
ブ
記
者
招

待
計
画
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
、「
環
境
と
防
災
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
太
平
洋
と
カ
リ
ブ
地
域
の

シ
ニ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
４
名
日
本
へ
招
待

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
10
月
19
日
か
ら
30
日
の
12
日
間
に

わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

参
加
者
は
レ
イ
ラ
ニ
・
レ
ク
ラ
イ
氏
（
パ
ラ
オ
）、

イ
レ
イ
サ
・
ト
ラ
氏（
ト
ン
ガ
）、ア
ン
ド
レ
・
ヒ
ュ

イ
ー
氏 (

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
イ
ビ

ス
）
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
セ
ル
ジ
ュ
氏
（
ジ
ャ

マ
イ
カ
）
の
４
名
で
す
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た

り
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
す
る
フ
ロ
イ
ド
・
タ
ケ
ウ
チ
氏
に
加

え
て
ド
ー
ン
・
マ
タ
ス
氏
、
ギ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
氏
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
記
者
の
取
材
や
記
事
の
作
成
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
回
も
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
国
際
基

督
教
大
学
か
ら
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
玲
奈
ニ
コ
ル
さ

ん
、
上
智
大
学
か
ら
久
保
田
弘
輝
さ
ん
の
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
プ
ロ

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
取
材
を
し
、

記
事
を
書
く
か
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
参
加
記

者
に
と
っ
て
は
日
本
の
若
者
の
考
え
方
に
触
れ

る
機
会
と
し
て
、
双
方
向
へ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
熊
本
県
熊
本
市
及
び
益
城
町
、
そ
し
て
沖

縄
県
の
久
米
島
を
周
り
、
数
多
く
の
取
材
と
記

事
の
執
筆
を
行
い
ま
し
た
。
記
者
た
ち
は
、
毎

日
複
数
の
取
材
に
参
加
し
、
そ
の
日
に
関
心
が

あ
っ
た
題
材
や
事
項
に
つ
い
て
記
事
（
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
呼
ぶ
）
を
書

き
ま
し
た
。
各
記
事
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
助
言
を
受
け
て
修
正
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
現
地
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と
し
て
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
記
者
た
ち
は
特
に
、
熊
本
県

益
城
町
で
は
行
政
の
み
な
ら
ず
、
被
災
し
た
住

民
、
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
く
の
人
々
に

会
っ
て
話
を
聞
け
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
生
も
同
様
に
い
く
つ
か
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
執
筆
し
、
ま
た
、
参
加
し
た
４
名
の
記

者
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
紹
介
記
事
）

も
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。（
文
責
：
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
）

「Nuku'alofa Times」紙コンサルタント兼編集長

オンライン紙「Nuku'alofa Times」紙の創
設者で、現在は同紙のコンサルタント及び
編 集長を務める。また、トンガ 政 府・環
境省のコミュニケーション担当官も兼務。
母国フィジーでジャーナリストとして長い
キ ャリア を 有 す る。Pacific Environment 
Journalists Network の創設者兼共同議長。

イレイサ・トラ 氏
 Iliesa Tora

トンガ

「Island Times」紙  発行人・編集長

「Island Times」紙はパラオに 2 紙ある
全国紙の 1 つ。レクライ氏は、同紙の
発行人・編集長であり、共同所有者。また、
コミュニティと国政のリーダーでもある。
現在はべラウ観光協会の会長を兼務。
パラオ通信公社長を 7 年間、故郷のア
イメリク州の知事を 8 年間務めた。

レイラニ・レクライ 氏
 Leilani Reklai

パラオ

「The Gleaner」紙 シニア・ジャーナリスト

同紙は、1834 年設立の新聞社。週 6 日
発行の日刊紙「The Gleaner」紙及び日曜
版などを発行する。セルジュ氏は、農業、
環境、および農村開発の専門記者。これ
まで環境と気候変動に関連する報道で複
数の賞を受賞している。30 年近いキャリ
アを持つベテラン記者。

クリストファー・セルジュ 氏
 Christopher Serju

ジャマイカ

「SKN Newsline」 ニュースディレクター

Voice of the Caribbean Radio、SKN 
Newsline、JIFE Music record label 共
同 設 立者兼 CEO。SKN Newsline は、
セントクリストファー・ネイビスに関す
るニュースと情報を提供するオンライ
ンテレビニュースのプラットフォーム。
ジャマイカ出身。

アンドレ・ヒュイー 氏
 Andre Huie

セントクリストファー・ネイビス

国際基督教大学大学院
博士前期課程
アーツ・サイエンス 研究科
公共政策・社会研究 専攻
社会文化分析

上智大学
文学部
新聞学科 4 年

ピーターソン　玲奈ニコル さん
 Rena Nichole Peterson

久保田　弘輝 さん
 Koki Kubota

プログラム 副コーディ
ネーター

ドーン・マタス 氏
 Dawn Matus

日本で 30 年近くジャーナリストとしての経
験を持つ。日本放送協会（NHK）の英文編
集および寄稿者、ブルームバーグ東京支局
でアジアの金融市場をカバーするテレビと
ラジオの特派員として活躍。最近約 30 年
住んだ日本を最近離れ、現在は米国在住。

プログラムコーディネーター

フロイド・タケウチ 氏
 Floyd Takeuchi

デイリーポスト紙（フィジー）編集長、パシフィッ
クマガジン誌発行人、ブルームバーグニュース

（テレビ・ラジオ）東京特派員など、約 40 年
にわたりアジア太平洋地域でジャーナリストと
して活躍。今回のプログラムではコーディネー
ター役を務める。 

プログラム 副コーディ
ネーター

ギフ・ジョンソン 氏
 Giff Johnson

マーシャル諸島の首都マジュロで発行され
る週刊紙「Marshall Islands Journal」紙の
編集長。オセアニア地域で最も尊敬されて
いるジャーナリストの一人。著書多数。

参加記者

「ジャーナリズム・インターンシップ」参加学生

プログラム修了式にて

太平洋・カリブ事業
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

　

記
者
た
ち
が
来
日
し
た
翌
日
に
全
体
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お
互
い

の
紹
介
や
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
し
ま
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
に
は
浅
草
に
行
き
、
日
本

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
記
者
た
ち
は
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｊ
を
訪

れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
佐
藤
嘉
恭
理
事
長
と
荒
木
恵

理
事
・
事
務
局
長
と
と
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
に
行
わ
れ
る
天
皇
陛
下
の
「
即
位
の
礼
」

に
伴
い
、
日
本
の
皇
室
に
つ
い
て
の
講
義
が

行
わ
れ
、
記
者
た
ち
は
日
本
の
天
皇
制
や
皇

室
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後

は
気
象
庁
に
行
き
、
日
本
に
お
け
る
災
害
や

防
災
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

を
訪
れ
、
環
境
や
災
害
に
関
す
る
問
題
や
国

際
協
力
に
つ
い
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
日
は
東
京
大
学
、
法
政
大
学
、
首
都
大

学
東
京
の
学
生
た
ち
を
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｊ
に
招
き
、

記
者
た
ち
と
と
も
に
皇
室
に
対
す
る
意
見
や

意
識
を
主
題
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か

れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
祝
賀
御
列
の
儀（
パ

レ
ー
ド
）
は
延
期
さ
れ
た
た
め
見
学
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
者
た
ち
に

と
っ
て
は
日
本
の
学
生
と
意
見
交
換
し
、
日

本
の
文
化
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
横
浜
市
資
源
循
環
局
を
訪
れ
、
日

本
の
ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
鶴
見
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
も

行
い
、
記
者
た
ち
は
ご
み
の
分
別
収
集
や
資

源
化
、
地
域
住
民
に
よ
る
協
力
に
つ
い
て
注

目
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
訪
れ
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
築
技

術
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に
つ
い
て
取

材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
文
責
：
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
）

　

24
日
に
は
熊
本
県
へ
移
動
し
、
益
城
町
と

熊
本
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

益
城
町
で
は
、
町
役
場
、
益
城
町
テ
ク
ノ

仮
説
団
地
、
災
害
公
営
住
宅
の
並
ぶ
田
原
第

２
団
地
、
益
城
中
央
小
学
校
、
被
災
者
の
生

活
再
建
を
目
的
に
活
動
さ
れ
る
、
く
ま
も
と

友
救
の
会
を
訪
れ
ま
し
た
。
町
役
場
で
は
熊

本
地
震
発
災
時
の
状
況
や
復
興
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
益
城
町
テ
ク
ノ

仮
説
団
地
、
田
原
第
２
団
地
で
は
、
住
民
の

方
々
が
今
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

益
城
中
央
小
学
校
で
は
小
学
校
の
生
徒
と
一

緒
に
給
食
を
食
べ
、
記
者
た
ち
は
小
学
生
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
被
災
者
を
支
援

し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
く
ま
も
と
友
救
の
会
で

は
、
活
動
内
容
や
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
の

ほ
か
、
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一
人
と
し
て

被
災
者
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
本
市
で
は
、
熊
本
城
の
被
害
・
修
復
の

様
子
を
見
学
し
た
後
、
熊
本
日
日
新
聞
社

に
お
い
て
震
災
時
の
報
道
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
熊
本
ま
ち
な
み
ト
ラ
ス
ト
の
方
々

か
ら
は
歴
史
的
建
造
物
の
復
旧
に
向
け
た
活

動
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
熊
本
城
は

完
全
復
興
ま
で
は
20
年
か
か
る
と
い
う
こ
と

で
、
修
復
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

熊
本
日
日
新
聞
社
で
は
、
災
害
時
に
最
も
必

要
な
の
は
先
を
読
む
力
で
あ
る
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。
熊
本
ま
ち
な
み
ト
ラ
ス
ト
の

案
内
で
、
実
際
に
修
復
中
の
歴
史
的
建
造
物

の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
沖
縄
県
へ
移
動
し
、
久
米
島
町

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

久
米
島
初
日
の
夕
食
は
、
町
の
方
々
と
共

に
過
ご
し
、
記
者
た
ち
は
沖
縄
料
理
や
三
線

の
演
奏
と
歌
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
町
役
場
で
久
米
島
の
資
源
で
あ

る
「
海
洋
深
層
水
」
を
利
用
し
た
発
電
や
、

海
ぶ
ど
う
や
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
な
ど
海
産

物
の
生
産
に
結
び
付
け
て
い
る
事
例
な
ど
、

様
々
な
側
面
か
ら
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

「
久
米
島
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄
県
海
洋
深
層
水
研

究
所
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、
海
ぶ
ど
う
、
牡
蠣
の

生
産
施
設
、
海
洋
深
層
水
を
用
い
た
化
粧
品

の
生
産
会
社
を
訪
問
し
、
街
の
中
で
の
海
洋

深
層
水
活
用
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
米
島
酒
造
で
泡
盛
製
造
の
工
程
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
は
、
東
京
日
本
橋
の

茶
友
倶
楽
部
空
門
で
お
茶
体
験
と
着
付
け
体

験
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
夕
方
に
は
修
了
式
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
主
催
の

夕
食
会
が
開
か
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
久
保
田
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て

国
際
基
督
教
大
学
大
学
院 

博
士
前
期
課
程

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン 

玲
奈
ニ
コ
ル 

さ
ん

上
智
大
学 

文
学
部
４
年

久
保
田 

弘
輝 

さ
ん

　

私
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
以

前
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
経
験
が
な
か
っ

た
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
経
験
し
た
全
て

の
も
の
が
強
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
「
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
」
と
い
う
職
に
対
し
て
よ
り
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
記
者
の
仕
事
、

取
材
方
法
や
記
事
の
書
き
方
を
シ
ニ
ア

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
直
接
学
べ
る
、
素

晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
自
分
が
書

い
た
記
事
が
そ
の
日
に
編
集
さ
れ
、「
な

ぜ
こ
こ
が
編
集
さ
れ
た
か
」「
ど
の
よ
う

に
こ
の
記
事
を
改
善
で
き
る
か
」
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
毎
日
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

た
ち
か
ら
受
け
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
様
々
な
視
点
や
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
一
緒
に
参
加
し
た
記
者
た
ち
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
を
担
当
し
た
こ
と
で
、

記
者
た
ち
の
人
生
や
人
格
を
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
に
比
べ
て
、
カ

リ
ブ
や
太
平
洋
は
小
さ
い
国
々
が
多
く
、

国
に
よ
っ
て
は
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
重
大
な
影
響
力
と
責
任
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
記
者
た
ち
と
関
わ

る
事
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
役

目
や
義
務
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
一
人
の
記
者
が
教
え
て
く
れ
た

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
パ
ワ
ー
」
と
い
う

言
葉
は
、
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。
今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
て
、
今
後
も
も
の
を

書
き
、
情
報
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ひ
た
む
き
な
眼
差
し
で
取
材
相
手
の

話
に
聞
き
入
る
姿
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
音
、止
ま
な
い
熱
の
こ
も
っ

た
質
問
。
そ
ん
な
真
剣
な
空
気
感
広
が

る
生
の
取
材
の
現
場
を
、
各
国
で
活
躍

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
と
共
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
忘
れ
ら
れ
な

い
経
験
で
す
。

　

働
い
て
い
る
国
も
、こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
も
全
く
異
な
る
彼
ら
で
す
が
、「
目

の
前
の
真
実
を
多
く
の
人
に
自
ら
の
手

で
伝
え
た
い
」
と
い
う
想
い
は
共
通
で

し
た
。
取
材
が
終
わ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス

を
リ
ポ
ー
ト
し
、
自
身
で
映
像
編
集
を

し
た
り
、
記
事
の
構
成
に
つ
い
て
熟
考

し
た
り
す
る
記
者
を
間
近
に
見
て
、
そ

の
想
い
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

４
年
間
新
聞
学
を
専
攻
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
は
ど
の

よ
う
な
者
な
の
か
と
い
う
「
原
点
」
を
、

肌
で
学
ば
せ
て
も
ら
え
た
思
い
で
す
。

　

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ビ

ス
の
記
者
は
、「
特
に
、
未
来
を
つ
く
る

子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
の
発
信
す
る
情

報
を
見
て
、
様
々
な
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」。
ま
た
、「
そ
の
た
め
に
は

自
分
の
流
す
情
報
は
正
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
て
く
れ
、
情
報
を

伝
え
る
中
で
の
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

姿
勢
や
、
責
任
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
彼
の
や
さ
し
い
言
葉

か
ら
は
、
あ
ら
た
め
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の「
人
と
人
の
世
界
」を
感
じ
ま
し
た
。

益城中央小学校にて

浅草にて

太平洋・カリブ事業
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　2019 年 9 月 21 日、第 3 期 MCT 留学生として、
ミクロネシア連邦のアネット・ルドウィグ（Annette 
Ludwig） さんとパラオのエルウン・ヒデヨス

（Elchung Hideyos）さんが上智大学大学院に入
学しました。2 名は地球環境学研究科に所属し、
2 年間の留学生活を送る予定です。

　「APIC-MCT 留学生奨学制度」は、上智大学・ 
ミクロネシア自然保護 基金（MCT）・APIC の三
者間の合意に基づき、ミクロネシア 3 カ国から留
学生を毎年 2 名派遣し、上智大学大学院地球環
境学研究科で修士号を取得するプログラムです。
2017 年のプログラム開始以降、現在では 4 名の
学生がそれぞれの研究テーマを持ちながら日々、
研究に打ち込んでいます。本年 9 月には第 1 期生
が卒業しました。

学

金
学

エザ

奨
生

ルビ
留

第３期
ＭＣＴ留学生

上智大学大学院に入学

第
２
期
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
＆
第
１
期
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
が

上
智
大
学
・
大
学
院
を
卒
業

今年度入学の 2 名の学生による所信表明（APIC 和訳）

エルウン・ヒデヨス さん
Elchung Hideyos

アネット・ルドウィグ さん
Annette Ludwig

　私の名前はエルウン・グラディス・ヒデヨス、略して「エル（El）」と
言います。23 歳で、パラオ共和国出身です。2018 年 5 月にハワイ州ホ
ノルルにあるシャミナード大学を卒業し、環境学の学士号を取得しまし
た。そして 2018 年の夏、私はパラオにあるエビール・ソサエティー（Ebiil 
Society, Inc.）というローカル NGO でインターンシップをしました。こ
れは環境保全や教育に関する団体で、子供たちや熱心な地域の参加
者たちに、パラオの先住民族の知識を通して、環境保全（問題）につ
いて教えることに取り組む組織です。
　夏のインターンシップの後、私は環境教育プログラムコーディネー
ターとして正職員になりました。１年間働いた後、私は幸運にも APIC-
MCT 奨学金を得て、上智大学大学院地球環境学研究科の修士課程に
進学できることになりました。
　私は保全生物学、気候変動、島の持続可能性について興味があり
ます。このプログラムの後、パラオに帰って母国の発展に貢献できるよ
うに、大学院課程で出来る限り多くのことを学びたいと強く思っていま
す。私が得た知識を使って、他者の自然保護に対する関心や、より持
続可能な生活スタイルへの促進に良い影響を与えたいと考えています。
今のところ、大学院での研究は順調です。日本での 2 年間をとても楽
しみにしています！Mesulang（ありがとう）！！

　Kaselehlie!（こんにちは！）私の名前はアネット・ルド
ウィグといいます。私の父はミクロネシア連邦ポンペイ州
出身で、母はフィリピン出身です。私自身はフィジーで育
ち、現在はグアムを拠点に生活しています。
　上智大学に通う前は、グアム大学で生物学の学士を取
得し卒業しました。大学最後の一年間は、グアム大学の
植物標本館で研究助手として働いていました。上智大学
大学院地球環境学研究科では、学問分野の垣根を越え
て研究に従事し、またどのようにしたらミクロネシア連
邦の人々のために貢献できるのかを学びたいです。
　この研究科を選んだ理由は、島国は気候変動の最前
線にいるからです。小さな島国は世界の二酸化炭素排出
量削減にはほとんど貢献できることはありませんが、自
然災害と海面上昇の高いリスクにさらされています。私
は上智大学大学院で学んで、世界的な現象である気候変
動に適応し、軽減するための仕事に貢献したいと思って
います。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

連
邦
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
学
生
が
３

名
卒
業
し
ま
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生

の
リ
サ
・
オ
ウ
エ
（Risa O

ue

）
さ
ん

は
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
で
４
年
間
、

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
モ
リ
（Bradford 

M
ori

）さ
ん
と
バ
ー
サ
・
レ
イ
ユ（Bertha 

Reyuw

）
さ
ん
は
上
智
大
学
大
学
院
地

球
環
境
学
研
究
科
で
２
年
間
勉
強
に
励

み
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ド
さ
ん
と
バ
ー
サ

さ
ん
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
上
智
大
学
と
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
自
然
保
護
基
金（M

icronesia 

Conservation Trust

：
以
下
、
Ｍ
Ｃ

Ｔ
）
と
の
三
者
間
の
協
定
を
結
ん
で
以

来
、
初
め
て
の
卒
業
生
で
す
。
今
回
は

ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
の

合
計
３
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
が
開
催
さ
れ
た
９
月
20
日
は

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
で
、
上
智
大
学
構

内
は
卒
業
生
や
そ
の
家
族
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
と
Ｍ

Ｃ
Ｔ
留
学
生
の
ご
家
族
も
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
か
ら
駆
け
付
け
、
卒
業
生
に
ヘ
ッ

ド
レ
イ
や
首
飾
り
を
渡
す
な
ど
、
あ
た

た
か
な
祝
福
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
の
夕
方
に
は
東
京
倶
楽
部
で
お

祝
い
の
夕
食
会
を
開
催
し
、
上
智
大
学

の
寮
で
生
活
を
共
に
し
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
か
ら
の
留
学
生
の
他
、
お
世
話
に
な
っ

た
指
導
教
員
や
ソ
フ
ィ
ア
会
の
方
々
、

奨
学
金
の
寄
付
者
な
ど
が
集
ま
り
、
学

生
た
ち
の
卒
業
と
新
し
い
門
出
を
祝
う

時
を
共
に
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
留
学
生
の
ブ
ラ
ッ
ド
さ
ん
と

バ
ー
サ
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
出
身

の
州
に
住
み
な
が
ら
、
日
本
で
得
た
知

識
を
生
か
せ
る
よ
う
な
団
体
で
仕
事
を

は
じ
め
、
ザ
ビ
エ
ル
留
学
生
の
リ
サ
さ

ん
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
上
智
大
学
で

専
攻
し
て
い
た
会
計
関
係
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
あ
る
大
学
院
に
進
学
す
る
準
備
を

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で
の

留
学
経
験
を
糧
に
し
て
も
ら
い
、
自
分

の
置
か
れ
た
場
所
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も
遠
く
か
ら
見

守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
文
責
：
喜
多
）
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Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
津
田
塾
大
学
の
間

の
教
育
連
携
に
係
る
包
括
的
な
協
定

（M
em

orandum
 of U

nderstanding

）

に
基
づ
き
、
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

科
目
の
就
業
体
験
と
し
て
、
２
０
１
９
年

の
８
月
〜
９
月
に
か
け
て
津
田
塾
大
学
よ

り
１
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

で
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
７
月
24
日
か
ら
26
日
の
間
、
高

校
生
の
飯
田
さ
や
さ
ん
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

ン
生
と
し
て
業
務
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
高
校
生
が
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
自
ら
選
ん
だ
実
習
先
で
２
日
間

以
上
の
社
会
体
験
学
習
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
飯
田
さ
ん
は
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
事
務
所
に
て
文
書
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
の

ほ
か
、
招
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
担
当
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
用
の
資
料
作
り
や
メ
ー
ル
で
英
語

を
使
っ
た
や
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

育成若い世代の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ 

イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
事
業

高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン

短
期
イ
ン
タ
ー
ン

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

一
環
と
し
て
、
国
際
協
力
の
現
場
で
問
題
解

決
能
力
を
高
め
る
た
め
に
長
期
の
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々

な
大
学
か
ら
の
学
生
が
活
躍
し
て
お
り
、
現

在
、
国
際
基
督
教
大
学
や
上
智
大
学
か
ら
の

学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

長
期
イ
ン
タ
ー
ン

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
２
０
１
６
年
２
月
よ
り
、

大
学
の
夏
期
及
び
春
期
の
授
業
休
業
期
間

中
に
そ
れ
ぞ
れ
約
一
カ
月
間
、
毎
回
数
名

の
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
は
、
電
話
・
来
客
対
応
や
文
書
作
成

な
ど
の
一
般
的
な
業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
外
務
省
幹
部
な
ど
を
講
師
に
招
い
て

行
う
講
演
会
の
運
営
や
外
国
か
ら
の
要
人

招
待
の
際
の
ア
テ
ン
ド
補
助
な
ど
、
様
々

な
業
務
を
体
験
し
ま
す
。

※ APIC、株式会社エヌアイデイ（NID）、上智大学が共催する千葉県香取市の佐原を訪問する国際交流プロジェクト

　今回経験させて頂いたAPIC 事務所でのインターンシッ
プでは、多くの業務を担当させていただきました。書類、
スケジュールの英訳をしたり、新しく来日するザビエル留
学生のフライトの手配や日用品の準備、9 月に卒業した
卒業生に贈るメッセージビデオの作成など、初めて行う業
務に最初は戸惑っておりましたが、職員の方が丁寧に教
えてくださったおかげで最後まで取り組むことができまし
た。毎週月曜の全体ミーティングでは APIC の事業の進
捗状況を把握でき、その場で自分の担当しているプログ
ラムが議題に上がると、事業の一部分に携わっていると
いう実感を得られて嬉しかったです。同時に、与えられた
仕事一つ一つの難易度は関係なく、等しく責任感を持っ
て取り組むことが重要なのだと学びました。自らの業務
だけでなく来訪者の方、上司の方への配慮も行える視野
を持たなくてはならないと痛感しました。今回の貴重な経
験を生かし、今後の大学生活を更に充実させることをお
約束します。本当に有難う御座いました。

津田塾大学
学芸学部 2 年

三浦 梨乃 さん

　APIC のインターン生として活動を開始させて頂いてから約
半年が経った今、自身のインターン生活がいかに実りあるもの
であるかを実感しています。
　普段の業務内容は、日英文記事の翻訳、太平洋島嶼国地
域・カリブ地域からの留学生への連絡、イベント・講演の案内
状やフライヤー作成、情報収集等、多岐にわたります。さらに、
台風の影響で今年度は開催中止になってしまいましたが、毎年
10月中旬に行われる「Sawara Experience」※の企画運営にも
携わらせて頂きました。オフィスでの業務は、国際協力関連の
知識のみならず、社会人として必要となるスキルを習得する機
会を提供してくれています。
　その他にも、APIC が毎月開催する早朝国際情勢講演会を
はじめとする数多くのイベントに参加できる機会にも恵まれて
います。さらに、APIC の職員さんとの交流を通し、大学での
学びからは得られない知見を広げることができるのも魅力の
一つです。
　今このようにインターン生としてAPICに関わらせて頂けてい
ることをとても光栄に思います。

国際基督教大学
教養学部 4 年

内海 風花 さん

　普段関わらない仕事場というものを実際に見て、そこ
で業務を経験させていただけたことは、自分にとってと
ても貴重な経験になりました。ビザ取得用の書類の作成
や、英語を使ったメールは今まで学校で習ってきたことを
実践につなげる良い機会となり、初めは不安になることも
ありましたが、タスクを終えることができた時には、自信
につながりました。一番出来上がった時の達成感があった

「チューク若手リーダー招待計画」の資料作成は、作業を
するなかでどのような資料をどのような構成、配置で作る
と良いのかを知る良い機会となりました。どのようにすれ
ば見るのに適しているのか考えるのは楽しく、また、職員
の方 と々意見を交わしながら作成できたことなどが最後に
完成した時の達成感につながりました。
　このような普段はできない経験をさせていただき、APIC
で社会体験をさせて頂いたことにとても感謝しています。
ここで学んだことを大切にし、また先にはなりますが、大
学でのインターンにつなげていければと考えています。あ
りがとうございました。

聖心女子学院高等科 1 年

飯田 さや さん
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理 事 長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

APIC 役員名簿 ※ 2020 年 1 月1 日現在

◆ ご寄附のお願い ◆

「ザビエル高校留学生奨学金制度」は、上智大学の留学生基金の他、
皆様の APIC へのご寄附により、2019 年 12 月現在、総額約 8,858
万円をお預かりいたしました。皆様のおかげで、留学生たちは上智
大学で充実した生活を送っています。皆様に御礼申し上げますとと
もに、本留学生奨学金制度への更なるご支援をお願いいたします。

ザビエル高校（Xavier High School）とは…
1952 年、ミクロネシア連邦チューク州ウエノ島にイエズス会によって設
立された。4 年制の男女共学で、生徒の数は約150 名。北太平洋地域
で最も著名な高校で、ミクロネシア連邦のみならず、パラオ共和国、マー
シャル諸島共和国などからも生徒が集う。生徒の学業水準はこの地域に
おいて最高水準であり、過去の卒業生には、モリ元大統領やクリスチャ
ン元大統領をはじめ、この地域の政界・経済界のリーダーを輩出している。

佐藤　嘉恭  （最終官職：駐中華人民共和国特命全権大使）

佐藤　昭治  （最終官職：駐ミクロネシア日本国特命全権大使（兼パラオ・マーシャル諸島））

荒木　恵  一般財団法人国際協力推進協会　事務局長（最終官職：財務省 国際局局付派遣職員（アジア開発銀行））

今野　秀洋  一般財団法人貿易・産業協力振興財団　理事長（最終官職：経済産業審議官）

重家　俊範  東レ株式会社　顧問（最終官職：駐大韓民国特命全権大使）

芳賀　達也  一般社団法人太平洋協会　事務局長

鳥飼　玖美子  一般財団法人港区国際交流協会　理事長

村上　洋  味の素株式会社　社外監査役

山本　達也  エーオンジャパン株式会社　代表取締役社長

金成　憲道  ドイツ証券株式会社　元取締役会長

吉川　英一  三菱 UFJ 銀行　顧問

石堂　一成  東京コンサルティング株式会社　代表取締役社長

坂本　吉弘  一般財団法人安全保障貿易情報センター　理事長（最終官職：通商産業省 通商産業審議官）

炭谷　茂  社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長（最終官職：環境省 事務次官）

渋澤　健  コモンズ投信株式会社　取締役会長

島内　憲  元駐ブラジル連邦共和国特命全権大使

廣野　良吉  成蹊大学　名誉教授

舟木　いさ子  ヤクモ株式会社　取締役

本多　義人  東神インターナショナル株式会社 名誉会長

役員

評議員

 対　象　 ザビエル高校卒業生　毎年１～ 2 名
 留学先　 上智大学国際教養学部、理工学部など
 奨学金　 卒業までの４年間の奨学金を授与

留学生を中・長期的に受け入れるためには、それにかかわる
渡航費、入学金、授業料、生活費等とかなりの額にのぼるこ
とが見込まれます。皆様からのご協力をお願い申し上げます。

 銀行振込先
　 三菱 UFJ 銀行　本店（店番 001）　普通口座 1660339
　 口座名：一般財団法人　国際協力推進協会　奨学金募金口
　 カナ名：ザイ）コクサイ キヨウリヨク スイシン キヨウカイ
　 ※振込手数料はご負担をお願いしております。

APIC 早朝国際情勢講演会
　毎月 1 回（8 月以外）開催される APIC 早朝国際情勢講演会では、

外務省幹部、在外大使などを講師としてお迎えし、時局の外交課題や

激動する国際情勢などについて講演が行われます。現職の外務事務次

官や外務省局長、一時帰国中や退官直後の大使から、いま実際に進行

中の国際情勢のテーマについて質の高い話を聞くことができる機会

として、参加者からの評価は極めて高いものがあります。本講演は、

APIC 維持会員の皆様には自動的にご案内するほか、非会員で参加を

ご希望の方にもご案内を行っております。詳細につきましては、本誌

裏表紙に記載している APIC 事務局の連絡先にご照会ください。

　

私
は
、
元
々
、
大
学
生
の
頃
に
大
使
館
へ

の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
の
派
遣
等
を
行
う
一
般

社
団
法
人
の
一
員
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
知
り
合
っ
た
大
学
の

先
輩
の
紹
介
で
、
一
般
財
団
法
人
国
際
協
力

推
進
協
会
（
以
下
、Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
知
り
ま
し
た
。
過
去
に
何
度
か

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
支
援
を

行
っ
て
い
る
太
平
洋
島
嶼
国
に
関
心
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
興
味
か
ら
、学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
部

４
年
生
か
ら
修
士
課
程
を
卒
業
す
る
ま
で
の

約
３
年
間
、
様
々
な
事
業
に
直
接
的
・
間
接

的
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
、「
早
朝
国
際
情
勢
講
演

会
」
へ
の
参
加
と
「
会
報
誌
」
の
作
成
で
す
。

　
「
早
朝
国
際
情
勢
講
演
会
」
は
、
各
国
・
各

地
域
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、
現
役
の
外
交

官
の
方
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
有

意
義
な
機
会
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等
の
情
報

源
か
ら
で
は
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
難
し
い

各
国
の
近
況
や
、
日
本
の
外
交
動
向
に
つ
い

て
知
見
を
深
め
る
こ
と
は
、
一
学
生
と
し
て

非
常
に
刺
激
的
な
体
験
で
し
た
。
ま
た
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
が
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
題
材

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
講
演
会
で
耳
に
し
た

内
容
を
、
実
際
に
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

実
感
を
伴
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
会
報
誌
」
の
作
成
で
は
、
初
号
の
刊
行
か

ら
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
誌
面
の
割
振
り

や
記
事
原
稿
の
依
頼
等
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

踏
ま
え
た
上
で
作
業
を
並
行
し
て
進
め
る
と

い
う
、
仕
事
で
基
本
と
な
る
流
れ
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
構
成
か
ら
記
事
に
使
用
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
関
わ
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
出
勤

日
の
中
で
各
担
当
者
の
進
捗
を
逐
一
確
認
し

て
記
事
を
完
成
さ
せ
る
の
に
苦
心
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
ま
と
め
た

記
事
が
、
実
際
に
「
冊
子
」
と
し
て
発
行
さ

れ
た
際
に
は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
々
会
報
誌
に
掲
載
さ
れ
る
内

容
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
各
種
事

業
が
拡
大
・
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
も
で
き
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
所
属
す
る
イ

ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
、
嬉
し
く
感
じ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
大
学
職
員
と
し
て
、
研
究
費

や
研
究
交
流
事
業
の
申
請
・
報
告
等
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
大
学
職
員
を
志
し
た
理
由
の
一

つ
に
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
へ
の
出
向
者
や
、
留
学
生

事
業
、イ
ン
タ
ー
ン
制
度
な
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
し
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
関
わ
る
多
く
の

大
学
関
係
者
の
方
々
を
目
に
す
る
中
で
、
職

員
と
し
て
教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。大
学
で
提
供
さ
れ
て
い
る
留
学
コ
ー

ス
や
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
の
よ
う
に

し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
普
段
大
学
生
と
し
て
生
活
す
る
中
で

は
、
ほ
と
ん
ど
知
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
裏
側
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加

し
た
中
で
も
非
常
に
興
味
深
い
体
験
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
大
学
が
「
国
際
化
」
に
力

を
入
れ
て
い
く
中
で
、
大
学
職
員
に
も
国
際

的
な
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
が
担
当
し
て
い
る
研
究
支
援
に
関

す
る
分
野
の
業
務
で
も
、
こ
こ
数
年
で
外
国

人
の
学
生
・
研
究
者
と
や
り
取
り
を
行
う
機

会
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
研
究

者
の
受
入
れ
や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
を

進
め
て
い
く
中
で
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
の
経
験
と

重
な
る
場
面
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
滞
在
中
の
研
究
者
・
学
生
の
歓
待
や
大

使
館
と
の
や
り
取
り
を
行
う
際
に
、イ
ン
タ
ー

ン
生
と
し
て
身
に
付
け
た
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て

身
に
付
け
た
国
際
的
な
視
野
を
活
か
し
て
、

大
学
職
員
と
し
て
、
学
生
・
研
究
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
大
学
の
国
際
化
・
研
究
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

APIC ではグローバル人材育成の一環として
長期インターン生を受け入れています。
今回は、長期インターン生として APIC の
事業に携わってきた小原和樹さんに、印象
に残っているプロジェクトや、大学卒業後
の進路について聞きました。

APICインターン   

OB の 声VOICE

東京大学  職員

小原 和樹 さん

駐日マーシャル諸島共和国大使館にてインタビューを実施した際の様子（2016 年）。小原さん（右端）

金
学

エザ

奨
生

ルビ
留 学



APIC では維持会員（法人会員・個人会員）を募集しております。

■ 発行人
佐藤　嘉恭　（理事長）

■ 発行日
令和 2 年 1 月 1 日

■ 発行所
一般財団法人 国際協力推進協会
〒 102-0094
東京都千代田区紀尾井町 6-12
紀尾井町福田家ビル 3 階
TEL : 03-5577-2900 / FAX : 03-5577-2901
MAIL : apicinfo@apic.or.jp

■ 編集
編集長  芳賀　達也　（理事）
副編集長  加藤　奈美
  斉藤　拓馬
編集  喜多　萌子
  金原　弘恭
APIC インターン生 内海　風花　（国際基督教大学）
  松並　佑芽　（上智大学）
  三浦　梨乃　（津田塾大学）
  なんぺい  よりこ　（テンプル大学ジャパンキャンパス）

APIC 維持会員の皆様には毎月開催される外務省幹部・大使による APIC 早朝国際情勢講演会を
自動的にご案内するほか、非会員で参加をご希望の方にもご案内を行っています。

詳細につきましては、APIC 事務局にご照会ください。

場  所

時  間

お問い
合わせ

ホテルオークラ東京　会議場

午前 8:30 ～ 10:00（朝食付き）
TEL：03-5577-2900
MAIL：apicinfo@apic.or.jp

一般財団法人 国際協力推進協会（APIC）

事務所移転のお知らせ

この度、一般財団法人 国際協力推進協会は、事業拡大および人員の増加に伴い、
2019 年 9 月 17 日より下記の住所に事務所を移転いたしました。

これを機にさらに事業の充実を図り、一層の努力を重ねてまいる所存です。
今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

〒 102-0094
東京都千代田区紀尾井町 6-12
紀尾井町福田家ビル（上智大学四谷キャンパス 13 号館）3 階

新住所

JR 中央線、東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅　麹町口・赤坂口より徒歩約 6 分
ソフィア通りに面した入口からお入りください。
上智大学のキャンパス内からは入れませんのでご注意ください。


